
再生紙を使用
しています。

マグノリアの丘
から

広

報

＊市内在住の方にコラムを連載していただいています。

豊かな自然　あふれる笑顔　みんなで創る　きららか射水
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西楠町

大江（南）

小杉北部線

会場前に送迎専用の乗
降口を設けています。

臨
港
東
線

←至大門・大島

←至今井 今井小杉白石線
（ふるさと農道）

至富山→
手﨑西 鷲塚西

鷲塚北
第1Ｐ

第2Ｐ

アルビス
小杉総合体育
センター

案内図

新成人・
一般者で
駐車場を
利用され
る方の進
行方向

送迎のみ
の方の進
行方向つかま

えた！
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いみずの人なかま
すくすくいみずKids
いみずの偉人たち

　11月1日から庄川河川敷で開催さ
れた第22回庄川鮭まつりに、11月
11日（火）、大門小学校3年生117
人が訪れ、鮭のつかみ捕りなどを体
験しました。
　庄川鮭まつり実行委員会長の幡谷
さんから庄川の鮭について説明を受
けたあと、子どもたちは元気よく泳
ぐ鮭をしっかりと手でつかみ、うれ
しそうに見せていました。
　つかみ捕りのあと、昼食の弁当と
一緒に温かい鮭汁を食べ、深まる秋
の１日を楽しく過ごしました。

表紙の写真

20

6 平成20年度上半期予算執行状況

10 まちのわだい

小
島　

啓
子
（
中
太
閤
山
三
丁
目
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
旧
小
杉
町
議
会
議

員
及
び
射
水
市
議
会
議
員
と
し
て
地
方

自
治
の
伸
展
や
地
域
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
。

松
野　

正
（
桜
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
自
治
会
長
及
び
射

水
市
自
治
会
連
合
会
理
事
と
し
て
地
域

住
民
の
福
祉
向
上
や
行
政
の
推
進
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
。

石
川　

勇
（
片
口
高
場
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
自
治
会
長
及
び
射

水
市
自
治
会
連
合
会
理
事
と
し
て
地
域

住
民
の
福
祉
向
上
や
行
政
の
推
進
に
尽

力
さ
れ
た
。

佐
伯　

實
（
野
村
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
自
治
会
長
及
び
新

湊
自
治
会
連
合
会
役
員
と
し
て
地
域
住

民
の
福
祉
向
上
や
行
政
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
た
。

中
江　

敏
之
（
高
木
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
自
治
会
長
と
し
て

地
域
住
民
の
福
祉
向
上
や
行
政
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
た
。

宮
長　

晋
（
本
田
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
自
治
会
長
と
し
て

地
域
住
民
の
福
祉
向
上
や
行
政
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

倉
敷　

哲
也
（
太
閤
山
十
丁
目
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
長
と
し
て

地
域
住
民
の
福
祉
向
上
や
行
政
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

長
田　

博
義
（
中
新
湊
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
自
治
会
長
及
び
新

湊
自
治
会
連
合
会
役
員
と
し
て
地
域
住

民
の
福
祉
向
上
や
行
政
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
た
。

赤
江　

泰
治
（
三
ケ
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
長
と
し
て

地
域
住
民
の
福
祉
向
上
や
行
政
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
た
。

野
田　

康
剛
（
八
幡
町
二
丁
目
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
自
治
会
長
と
し
て

地
域
住
民
の
福
祉
向
上
や
行
政
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
た
。

表　

冨
士
雄
（
三
ケ
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
交
通
指
導
員
と
し

て
市
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
貢

献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
射
水
地
区
及
び

富
山
県
交
通
指
導
員
連
絡
協
議
会
の
要

職
に
あ
っ
て
、
会
員
の
指
導
育
成
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
。

竹
中　

毅
（
南
太
閤
山
三
丁
目
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
交
通
指
導
員
と
し

て
市
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
貢

献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
射
水
地
区
交
通

指
導
員
連
絡
協
議
会
の
要
職
に
あ
っ
て
、

会
員
の
指
導
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

井
伊　

昭
夫
（
海
老
江
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
交
通
指
導
員
と
し

て
市
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
。

射
水
市
交
通
安
全
母
の
会

小
杉
地
区
（
三
ケ
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
地
域
に
密
着
し
た

交
通
安
全
啓
発
活
動
を
行
う
な
ど
、
市

民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
。

髙
井　
　

明
（
八
幡
町
二
丁
目
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
防
犯
連
絡
所
班
長

及
び
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
隊
員
と
し
て
、

地
域
の
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
。

城
石　

行
夫
（
三
ケ
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
射
水
市
消
防
団
の

要
職
に
あ
っ
て
、
団
員
の
指
導
育
成
と

地
域
の
消
防
、
防
災
活
動
の
充
実
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
。

黒
川　

義
雄
（
戸
破
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
射
水
市
消
防
団
の

要
職
に
あ
っ
て
、
団
員
の
指
導
育
成
と

地
域
の
消
防
、
防
災
活
動
の
充
実
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
。

松
岡　

昌
一
（
椎
土
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
射
水
市
消
防
団
の

要
職
に
あ
っ
て
、
団
員
の
指
導
育
成
と

地
域
の
消
防
、
防
災
活
動
の
充
実
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
。

竹
島　

孝
一
（
生
源
寺
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
射
水
市
消
防
団
の

要
職
に
あ
っ
て
、
団
員
の
指
導
育
成
と

地
域
の
消
防
、
防
災
活
動
の
充
実
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
。

童
童
グ
ル
ー
プ
（
太
閤
山
三
丁
目
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
交
流
の
場

で
あ
る
「
長
寿
の
家　

童
童
」
を
企
画
・

運
営
し
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
。

川
口　

保
（
枇
杷
首
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
児
童
委

員
と
し
て
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
る
と
と

も
に
、
射
水
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
の
要
職
に
あ
っ
て
、
後
進
の
指
導

育
成
に
尽
力
さ
れ
た
。

中
村　

亘
（
南
太
閤
山
十
二
丁
目
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
児
童
委

員
と
し
て
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
る
と
と

も
に
、
射
水
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
の
要
職
に
あ
っ
て
、
後
進
の
指
導

育
成
に
尽
力
さ
れ
た
。

本
江　

信
俊
（
中
央
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
児
童
委

員
と
し
て
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

竹
苗　

典
子
（
加
茂
中
部
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
児
童
委

員
と
し
て
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

北
野　

京
子
（
八
塚
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
災
害
救
護
訓
練
や

在
宅
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
、
地
域
福

祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

射
水
市
大
江
赤
十
字
奉
仕
団
（
大
江
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
災
害
救
護
訓
練
や

在
宅
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
、
地
域
福

祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

杉
本　

重
子
（
本
開
発
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
大
島
町
ヘ
ル
ス
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
の
要
職
に
あ
っ
て
、

会
員
の
指
導
育
成
と
、
地
域
に
密
着
し

た
健
康
づ
く
り
活
動
を
企
画
・
運
営
す

る
な
ど
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
。

草
嶋　

朝
子
（
本
町
三
丁
目
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
新
湊
市
母
子
保
健

推
進
員
協
議
会
の
要
職
に
あ
っ
て
、
会

員
の
指
導
育
成
と
、
地
域
の
子
育
て
支

援
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

東
山　

み
や
子
（
中
太
閤
山
十
六
丁
目
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
小
杉
町
母
子
保
健

推
進
員
連
絡
協
議
会
の
要
職
に
あ
っ
て
、

会
員
の
指
導
育
成
と
、
地
域
の
子
育
て

支
援
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

木
村　

由
喜
（
大
江
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
小
杉
町
母
子
保
健

推
進
員
連
絡
協
議
会
の
要
職
に
あ
っ
て
、

会
員
の
指
導
育
成
と
、
地
域
の
子
育
て

支
援
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

中
川　

文
夫
（
立
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
商
工
会
議
所
及
び

新
湊
商
店
連
合
協
同
組
合
の
要
職
に

あ
っ
て
、
業
界
の
指
導
育
成
と
地
域
経

済
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

中
村　

哲
夫
（
二
口
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
大
門
商
工
会
の
要

職
に
あ
っ
て
、
業
界
の
指
導
育
成
と
地

域
経
済
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ふ
る
さ
と
の
会
（
鏡
宮
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
大
島
地
区
を
中
心
に
精
力
的

な
活
動
を
展
開
さ
れ
、
射
水
市
の
観
光

振
興
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
。

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

野
の
花
会
（
鏡
宮
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
大
門
地
区
を
中
心
に
精
力
的

な
活
動
を
展
開
さ
れ
、
射
水
市
の
観
光

振
興
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
。

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
ね
り
こ
の
会
（
鏡
宮
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
下
地
区
を
中
心
に
精
力
的
な

活
動
を
展
開
さ
れ
、
射
水
市
の
観
光
振

興
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
。

池
内　

興
舟
（
橋
下
条
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
少
年
補
導
委
員
と

し
て
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
。

宮
垣　

義
雄
（
足
洗
新
町
一
丁
目
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
少
年
補
導
委
員
と

し
て
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
。

射
水
市
立
小
杉
南
中
学
校

吹
奏
楽
部
（
南
太
閤
山
一
丁
目
）

　

第
７
回
、
第
８
回
東
日
本
学
校
吹
奏

楽
大
会
に
お
い
て
金
賞
を
受
賞
し
、
市

民
に
感
動
と
元
気
を
与
え
た
。

黒
川　

真
理
（
太
閤
山
三
丁
目
）

　

数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
好
成
績
を
収

め
、
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
で
も
演
奏

活
動
を
行
い
、
日
本
の
伝
統
文
化
継
承

に
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
射
水
市

の
文
化
の
向
上
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
。

永
年
の
功
績
を
讃
え
て

平
成
20
年
度
市
政
功
労
者
表
彰

　

市
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
讃
え
る
平
成
20
年
度
市
政
功

労
者
表
彰
式
が
、11
月
１
日
㈯
、ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル
（
小

杉
文
化
ホ
ー
ル
）
で
行
わ
れ
、
32
個
人
７
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
皆
様
の
た
ゆ
み
な
い
努

力
に
対
し
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

（　

）
は
地
区
名

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

地
方
自
治
部
門

市
民
生
活
部
門

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門

厚
生
部
門

産
業
経
済
部
門

教
育
部
門

科
学
・
文
化
部
門

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
部
門

广黄
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平成19年度決算状況平成19年度決算状況
射水市の台所事情射水市の台所事情

359億998万円

市税の
内訳

368億3,017万円

民生費
86億5,350万円
24.1％

土木費
50億3,890万円
14.0％

総務費
49億6,493万円
13.8％

教育費
49億5,059万円
13.8％

公債費
46億4,868万円
13.0％

衛生費
26億244万円
7.3％

商工費
20億2,065万円
5.6％

消防費
14億3,304万円　4.0％

農林水産業費
10億8,516万円　3.0％

市税
141億9,677万円　38.6％

自主財源
196億5,953万円
　53.4％

　　依存財源
171億7,064万円
　46.6％

個人市民税
46億4,933万円　32.8％

法人市民税
15億3,313万円　10.8％

固定資産税
72億8,977万円　51.4％

軽自動車税
1億7,678万円　1.2％

市たばこ税
5億4,464万円　3.8％

入湯税
312万円　0.0％

繰入金
9億1,543万円　2.5％

その他
14億715万円　3.8％

地方譲与税
4億4,709万円　1.2％

税交付金等
14億4,193万円
3.9％

国県支出金
40億129万円
10.9％

市債
43億1,320万円
11.7％

地方交付税
　69億6,713万円　18.9％

その他
5億1,209万円　1.4％

歳 入

諸収入
22億721万円　6.0％

繰越金
9億3,297万円　2.5％

歳 出

　平成19年度の決算状況について、お知らせします。
　一般会計では、歳入歳出の差引額から翌年度へ繰り越す事業に充てる財源を差し引いた実質収支は、7億8,957
万円の黒字となりました。歳入総額は368億3,017万円で、前年度と比較し、7億9,508万円増加しました。この
主な要因は、市税で14億2,360万円増加したためで、これは税源移譲や定率減税の廃止等の影響により、個人市
民税が大きく増えたことによるものです。一方、歳出総額は359億998万円で前年度と比較し、8億785万円増加
しました。民生費が最も大きな割合となっていますが、これは老人福祉対策や少子化対策などの福祉施策に要す
るものです。次いで、土木費、総務費、教育費などの順になっています。

区　　　　　分 平成19年度 平成18年度 前年度比較
歳　　 入　　 総　　 額　　　　　Ａ 368億3,017万円 360億3,509万円 7億9,508万円
歳　　 出　　 総　　 額　　　　　Ｂ 359億　998万円 351億　213万円 8億　785万円
歳 入 歳 出 差 引 額　Ｃ＝ＡーＢ 9億2,019万円 9億3,296万円 △　1,277万円
翌年度へ繰り越すべき財源　　　　　Ｄ 1億3,062万円 1億5,176万円 △　2,114万円
実　　 質 　　収　　 支　　　Ｃ−Ｄ 7億8,957万円 7億8,120万円 837万円

●一般会計の概要

問合せ先　財政課（小杉庁舎）　☎57ー1630

平成19年度主要事業の状況

　市民生活に密着した有効性、緊急性の高い行政ニーズに対応した事業を実施しました。

今後の財政運営について

　市の財政状況は、まず歳入面では税源移譲により、市税収入が増加し、その一方で地方交付税が減額になるなど、大

きな伸びは期待できない状況にあります。一方、歳出面では今後も社会保障制度や少子・高齢化対策の充実、小中学校

施設整備等の大型事業にも着手し

なければならず、これらの経費の

増
ぞう

嵩
すう

傾向は否めません。このこと

から、市税を始めとした自主財源

の確保に努め、市の貯金である基

金への計画的な積立てや職員数の

削減、事務事業の見直しによる歳

出の削減を行うなど、行財政改革

を強力に推進し、安定した財政基

盤を確立する必要があります。

●特別会計

●企業会計

事　業　区　分 総　収　益
Ａ

総　費　用
Ｂ

純　損　益
ＡーＢ 不 良 債 務 備　　考

水 道 事 業 22億6,402万円 22億　293万円 6,109万円 ー 法適用企業
病 院 事 業 33億1,902万円 36億5,587万円 △3億3,685万円 ー 法適用企業

※19年度の損益計算書（消費税抜き）に基づいて作成しています。
※地方公営企業法を適用している公営企業を法適用企業と記載しています。

事　業　区　分 歳 入 総 額
Ａ

歳 出 総 額
Ｂ

歳入歳出差引額
Ｃ（ＡーＢ）

翌年度へ繰り 　
越すべき財源 Ｄ

実質収支額
ＣーＤ

ケーブルテレビ事業 4億　791万円 4億　791万円
公共用地先行取得事業 6億6,394万円 6億6,394万円
国民健康保険事業 82億7,454万円 79億5,670万円 3億1,784万円 3億1,784万円
老人保健医療事業 82億　356万円 81億4,454万円 5,902万円 5,902万円
墓 苑 事 業 1億3,972万円 1億2,249万円 1,723万円 1,723万円
介 護 保 険 事 業 64億2,325万円 62億6,615万円 1億5,710万円 1億5,710万円
企業団地造成事業 3億4,325万円 3億4,324万円 1万円 1万円
下 水 道 事 業 55億7,187万円 53億7,976万円 1億9,211万円 5,503万円 1億3,708万円
農業集落排水事業 4億6,201万円 4億5,314万円 887万円 887万円

・雪寒地域道路整備事業　　　　　　　2億1,125万円
・中太閤山小学校大規模改造事業　　　4億7,741万円
・新湊南部中学校増改築事業　　　　　5億7,876万円
・大門中学校大規模改造事業　　　　　1億　216万円
・パークゴルフブランド化推進事業　　　　　468万円

・災害時要援護者把握システム作成事業　　　542万円
・洪水ハザードマップ等作成事業　　　　　1,201万円
・消防車両整備事業　　　　　　　　　　　6,611万円
・子育て支援センター運営事業　　　　　　4,953万円
・こども及び妊産婦医療費助成事業　　3億4,214万円
・市道新設改良事業　　　　　　　　　1億6,299万円

●市債の状況

会　計　区　分 平成19年度末現在高
一 般 会 計 461億1,357万円

特
別
会
計

ケーブルテレビ事業 5億2,042万円
墓 苑 事 業 1億9,963万円
企業団地造成事業 10億3,674万円
下 水 道 事 業 360億6,782万円
農業集落排水事業 33億4,061万円

企
業

会
計

水 道 事 業 77億　505万円
病 院 事 業 50億1,147万円

財政調整基金及び
減債基金残高の推移

H17

15

10

5

0
H18 H19

（億円） 財政調整基金減債基金
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平成20年度上半期平成20年度上半期平成20年度上半期 予算執行状況予算執行状況予算執行状況
射水市の台所事情射水市の台所事情

市では、条例に基づき、年２回財政状況を皆さんにお知らせしています。
今回は、平成20年度上半期の予算執行状況等についてお知らせします（平成20年９月30日現在）。
なお、市財政課ホームページにも、詳細な資料を掲載していますので、ご覧ください。

皆さんの
市税負担

使われている
市の予算

１人当たり 147,371円 426,389円

１世帯当たり 447,679円 1,295,267円

問合せ先　財政課（小杉庁舎）☎57−1630

平成20年9月30日現在
人　口　　94,851人　

世帯数　　31,224世帯

一般会計の状況

歳　　　入

予 算 現 額　 404億4,343万円
収 入 済 額　 154億   522万円
収　入　率　 　　　　  38.1％

歳　　　出

予 算 現 額　 404億4,343万円
支 出 済 額　 161億9,434万円
支　出　率　 　　　　  40.0％

※予算現額、収入済額及び支出済額には、平成19年度からの繰越金を含みます。

グラフの見方

上段：予算現額　　　　　　

下段：収入済額又は支出済額

（　）内：収入率又は支出率　

市 税

市 債

地 方 交 付 税

国・県支出金

諸 収 入

地方譲与税・
交 付 金

分 担 金 及 び
負 担 金

使 用 料 及 び
手 数 料

繰 入 金

そ の 他（92.8％）
10億2,850万円

9億5,409万円

（0.0％）
5億2,778万円

0万円

（48.5％）
5億6,508万円
2億7,395万円

（40.4％）
7億2,958万円
2億9,451万円

（47.7％）
20億2,284万円

9億6,585万円

（16.8％）
23億3,376万円

3億9,194万円

（15.7％）
43億2,994万円

6億7,999万円

（62.7％）
69億3,942万円
43億5,353万円

（0.4％）
79億8,820万円

3,420万円

（53.3％）
139億7,833万円

74億5,716万円
民 生 費

教 育 費

総 務 費

公 債 費

土 木 費

衛 生 費

商 工 費

消 防 費

農林水産業費

そ の 他 （52.6％）
5億8,450万円
3億　732万円

（24.7％）
13億9,470万円
  3億4,386万円

（41.6％）
18億9,004万円
  7億8,535万円

（73.6％）
21億　716万円
15億5,130万円

（36.7％）
38億9,240万円
14億2,987万円

（37.1％）
50億3,195万円
18億6,686万円

（47.7％）
51億4,000万円
24億5,287万円

（32.5％）
52億3,532万円
17億　372万円

（36.0％）
60億1,129万円
21億6,587万円

（39.2％）
91億5,607万円
35億8,732万円

特別会計の状況
　特別会計とは、特定目的の事業を行う場合に、特定の歳入で特定の歳出にあて、一般会計と切り離して経理し
ているものです。

区　　　　分 予　算　額
歳　　　入 歳　　　出

収 入 済 額 収  入  率 支 出 済 額 支  出  率
公 共 用 地 先 行 取 得 事 業 5,120万円 30万円 0.6％ 0万円 0.0％
国 民 健 康 保 険 事 業 81億　 57万円 28億6,964万円 35.4％ 35億9,828万円 44.4％
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 16億3,868万円 4億6,130万円 28.2％ 5億4,792万円 33.4％
老 人 保 健 医 療 事 業 10億7,993万円 7億3,690万円 68.2％ 7億2,172万円 66.8％
墓 苑 事 業 6,539万円 2,861万円 43.8％ 2,008万円 30.7％
介 護 保 険 事 業 65億7,319万円 31億9,624万円 48.6％ 27億1,498万円 41.3％
企 業 団 地 造 成 事 業 3億7,183万円 2億7,989万円 75.3％ 3億5,002万円 94.1％
下 水 道 事 業 58億8,741万円 18億5,615万円 31.5％ 20億6,632万円 35.1％
農 業 集 落 排 水 事 業 6億7,782万円 2億9,158万円 43.0％ 2億9,492万円 43.5％

※支出済額が収入済額を超えている会計の不足額については、各会計間の資金流用および基金の繰替運用で対応しています。

市税の状況

区　　　　分 予　算　額
調　定　額 収 入 済 額 対調定収入率

（Ａ） （Ｂ） 構 成 比 （Ｂ）／（Ａ）
普 通 税 139億7,543万円 139億5,034万円 74億5,577万円 100.0％ 53.4％

市 民 税 59億8,790万円 57億1,367万円 28億6,167万円 38.4％ 50.1％
固 定 資 産 税 72億9,755万円 77億7,519万円 41億5,031万円 55.7％ 53.4％
軽 自 動 車 税 1億7,750万円 1億9,394万円 1億7,627万円 2.4％ 90.9％
市 た ば こ 税 5億1,248万円 2億6,754万円 2億6,752万円 3.6％ 100.0％

目 的 税 290万円 139万円 139万円 0.0％ 100.0％
入 湯 税 290万円 139万円 139万円 0.0％ 100.0％

　 合 　 計 　 139億7,833万円 139億5,173万円 74億5,716万円 100.0％ 53.4％

借入金の状況
●長期借入金

区　　　　　分
現　在　高

H20.9.30現在
一 般 会 計 446億2,231万円

特 

別 

会 

計

墓 苑 事 業 1億8,869万円
企 業 団 地 造 成 事 業 6億9,686万円
下 水 道 事 業 353億8,515万円
農 業 集 落 排 水 事 業 32億6,006万円

（ ケ ー ブ ル テ レ ビ 事 業 ） 　　
合　　　　　　計 841億5,307万円

※ケーブルテレビ事業特別会計は19年度において廃止、20年度は
　一般会計において計上。

●一時借入金　　　　　　　なし

財産の状況
●土地と建物

区　　分 土　　地 建　　物
行  政  財  産 2,574千㎡ 390千㎡
普  通  財  産 323千㎡ 22千㎡

●有価証券　　　　　　3億3,138万円

●基金残高　　　　　 42億6,152万円

企業会計の状況
　市では、公営企業として、水道事業と病院事業を経営しており、これらの会計が企業会計です。

水道事業の概要（４月１日〜９月30日）
●業務概況
　給水区域内人口
　給水人口
　普及率
　給水栓数
　総配水量
　総有収水量
　有収率
　１日最大配水量

96,753人
95,423人

98.6％
33,560栓

6,056,390㎥
5,532,386㎥

91.3％
37,236㎥

※給水区域内人口、給水人口には外国人登録者を含みます。

●予算執行状況

病院事業の概要（４月１日〜９月30日）
●診療科目（14科）
　内科、循環器科、外科、整形外科、小児科、眼科、
　脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、婦人科、耳鼻いんこう科、
　歯科口腔外科、麻酔科、放射線科

●予算執行状況

●病床数
　199床（一般病床195床、結核病床４床）

●患者数
　入院患者数（延べ）　　　　28,234人
　外来患者数（延べ）　　　　61,653人

区　　分 予　算　額 執　行　額
水道事業収益 22億8,137万円 11億3,983万円
水道事業費用 21億5,682万円 9億9,683万円
資 本 的 収 入 11億8,997万円 3億5,166万円
資 本 的 支 出 21億9,321万円 8億4,552万円

区　　分 予　算　額 執　行　額
病院事業収益 35億3,663万円 17億929万円
病院事業費用 37億6,680万円 18億866万円
資 本 的 収 入 4億　920万円 2億　　　円
資 本 的 支 出 5億5,208万円 2億289万円

（資料：上下水道業務課） （資料：市民病院総務課）

（http://www7.city.imizu.toyama.jp/project/1208000/23/23_1.html）
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市
の
道
路
除
雪
に

ご
協
力
を

　

今
年
も
雪
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
市
で
は
降
雪
期
の
除
雪
体
制

を
整
え
、
道
路
交
通
の
確
保
に
全
力
で
取
り
組
む
計
画
を
立
て
て
い

ま
す
。

　

除
雪
計
画
の
重
点
は
、
「
除
排
雪
の
強
化
」
、
「
地
域
ぐ
る
み
除
排

雪
活
動
の
推
進
」
、
「
歩
道
除
雪
の
積
極
的
実
施
」
、
「
路
面
凍
結
防
止

対
策
の
強
化
」
で
す
。

　

雪
害
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、
「
安
心
・
安
全
な
射
水
市
」
づ

く
り
に
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

除
雪
車
の
近
く
で
遊
ば
せ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
雪
捨
て
は

　

指
定
さ
れ
た
場
所
に

　

雪
を
捨
て
る
と
き
は
必
ず
決
め

ら
れ
た
場
所
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

・
新
湊
地
区

　

内
川
雪
捨
て
場（
中
新
湊
）

・
小
杉
地
区

　

薬
勝
寺
池
公
園
南
側（
中
太
閤
山
）

　

下
条
川
新
伝
馬
橋
西
詰（
戸
破
）

・
大
門
・
大
島
地
区

　

庄
川
右
岸
河
川
敷

●
消
雪
パ
イ
プ
の
停
止

　　
午
前
11
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
2
時
の
2
時
間
は
消
雪
パ
イ
プ

の
作
動
が
停
止
し
ま
す
。
故
障
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

※
除
雪
対
策
本
部
は
、
12
月
1
日

㈪
か
ら
3
月
31
日
㈫
ま
で
、
大

門
庁
舎
の
都
市
整
備
部
道
路
・

河
川
管
理
課
内
に
設
置
し
ま

す
。

●
道
路
へ
の
投
雪
は

　

や
め
ま
し
ょ
う

　

天
気
の
良
い
日
に
道
路
へ
の
投

雪
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
夜
間

に
凍
結
し
て
交
通
障
害
の
原
因
に

な
り
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
除
排
雪
は

　

地
域
ぐ
る
み
で

　

除
排
雪
は
市
だ
け
で
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

狭
い
道
路
は
、
除
雪
車
で
の
除

雪
が
困
難
に
な
る
た
め
、
除
雪
は

地
域
ぐ
る
み
で
、
ま
た
、
生
活
道

路
や
歩
道
な
ど
の
共
同
除
排
雪
活

動
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、

お
互
い
の
家
の
前
の
除
雪
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

県
道
で
は
歩
道
除
雪
に
つ
い

て
、
「
雪
と
汗
の
ひ
と
か
き
運

動
」
を
実
施
中
で
す
。
交
差
点
・

バ
ス
停
に
ス
コ
ッ
プ
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
除
雪
車
に

　

近
寄
ら
な
い

　

除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
で

す
。
除
雪
車
が
来
た
ら
近
寄
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。
特
に
子
ど
も
を

●
路
上
駐
車
は
や
め
て

　

一
台
の
放
置
車
両
の
た
め
に
除

雪
が
出
来
な
い
、
緊
急
車
両
が
入

れ
な
い
な
ど
、
路
上
駐
車
は
み
ん

な
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。
（
路
上
駐
車
は

駐
車
違
反
や
保
管
場
所
法
違
反
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
夜
間
・
早
朝
等
の

　

除
雪
作
業

　

朝
の
通
勤
・
通
学
の
た
め
、
夜

間
か
ら
早
朝
に
か
け
て
の
除
雪
作

業
を
行
い
ま
す
。
除
雪
車
の
音
や

振
動
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ど
う
か
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問い合わせ内容 問い合わせ先

道路の除雪に関す
る問い合わせ。

■国道8号、156号、160号
・国土交通省国道維持出張所
　☎076－438－5101
・国土交通省高岡国道維持出張所
　☎23－6776
■国道415号・472号と県道
・高岡土木センター
　☎26－8428
■市道
・射水市除雪対策本部
　☎52－1770（大門庁舎）

高齢者世帯等の除
雪に関すること。

長寿介護課
☎82－1952（新湊庁舎）

水道に関すること。
上下水道業務課
☎84－3000（布目庁舎）

指定文化財（天然
記念物）の雪害対
策に関すること。

文化・スポーツ課
☎59－8093（下庁舎）

その他雪害に関す
ること。

情報・危機管理課
☎57－1628（小杉庁舎）

＜雪に関する問い合わせ先＞ 雪に関する注意点
　積雪時には、屋根の雪下ろしの際の転落・転倒や、除雪
中における事故が多発します。健康管理や安全管理を図
り、次のことについて十分注意してください。

　○屋根の雪下ろしをする場合は、足場に十分注意して作
業を行いましょう。また、ロープ等による体の固定や
長靴にすべり止めを付けるなどして作業中の安全管理
を徹底しましょう。

　○できるだけ複数人で雪下ろしをするようにしましょ
う。一人で作業する場合には、家族や近所の人に知ら
せてから行うようにしましょう。

　○屋根の下の歩行者・車両等に注意して屋根から雪を下
ろしましょう。

　○除雪機械を使用する場合は、説明書等をよく読み、適
切に使用しましょう。特に、機械の回転部分には触れ
ないように注意しましょう。また、故障した際の確認
は機械を停止して行いましょう。

　○除雪作業をする際には温かい服装で行い、ケガや健康
管理に十分注意し休憩時間を確保しながら作業を行い
ましょう。

　○凍結した路面を歩く際には、転倒に十分注意しましょう。

　○除雪を業者等に依頼する場合は、依頼内容や見積書等
を確認した上で契約（依頼）し、不審な業者には十分
注意してください。

　○灯油やプロパンガスの使用が多くなる冬期には、思わ
ぬ原因で灯油流出やプロパンガス事故が発生すること
がありますので、開閉バルブやキャップの閉め忘れ等
がないよう十分注意してください。

道路情報等の問い合わせ案内
○富山県冬期道路情報のホームページです。

http://www.toyama-douro.toyama.toyama.jp

○携帯電話からも確認できます。

NTTドコモ

http://www.toyama-douro.toyama.toyama.jp/i/

ソフトバンク

http://www.toyama-douro.toyama.toyama.jp/y/

au

http://www.toyama-douro.toyama.toyama.jp/ez/

○県外の広域道路情報や道路情報一般は

日本道路交通情報センター（富山）
☎076－432－2223

高速道路情報は次のホームページで

○高速道路については
中日本高速道路㈱
金沢支社富山保全・サービスセンター
☎076－421－9048

能越自動車道管理事務所
☎0766－61－1191

　一戸建て住居の屋根の除雪に費やした経費の一部を
助成します。
対象者
　自力または親族・近隣の知人の協力による雪下ろし
が困難で、次のいずれかの要件に該当する世帯。
　ただし、所得税の課税世帯及び生活保護を受けてい
る世帯は対象となりません。

①65歳以上のひとり暮らし世帯
②65歳以上の高齢者夫婦世帯
③65歳以上の高齢者と小学生以下の子どもで構成され
る世帯
④ひとり暮らしの身体障害者世帯

助成限度額　10,960円　（一冬期間２回まで）
問合せ先　長寿介護課　（新湊庁舎）　☎82－1952

ひとり暮らし老人等除雪助成
（屋根の雪下ろし）

市
の
道
路
除
雪
に

ご
協
力
を
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CAMERA
Topics & News

元気よくムズムズ体操

射水の野の幸、山の幸、川の幸を満喫
—第3回射水市農業産業まつり—

　11月15日に新湊白えびまつり、16日に新湊カニかに海鮮まつりが新湊漁港（東
地区）で行われ、射水市を代表するブランド「カニ」と「白えび」を堪能しました。
白えびまつりでは、紅白えびの競演として昨年に続き静岡県由比港漁協からの「桜
えびかき揚げ販売」と白えびの販売などが行なわれました。また、カニかに海鮮ま
つりでは、新鮮なカニが安く買えることから朝早くからたくさんの人が並び、来場
者は富山湾の幸を堪能していました。

カニと白えび　海の幸を堪能
—新湊カニかに海鮮白えびまつり—

　射水市の産業と農産物などを一堂に会した第３回射水市農業産業ま
つりがアルビス小杉総合体育センター（小杉総合体育センター）で行
われ、両日ともたくさんの人で賑わい、山の幸、野の幸、川の幸など
射水の食を堪能しました。また、姉妹都市の北海道剣淵町や長野県千
曲市からも新鮮なりんごやじゃがいも、たまねぎなどの農作物が出店
し、市価よりも安い価格で販売され、人気を集めました。農産物の他、
へちまなどの特産品や竹炭を利用した製品などの展示コーナーでは、
来場者が足を止め、商品を手にとる姿がみられました。

夜空を彩る花火

いざというときに備え
—射水市総合防災訓練—

　ハザードマップに基づく河川の氾濫状況を想定した射水市総合防災
訓練が浅井地区で行われ、地域住民など400人が参加し18項目におよ
ぶ訓練や説明を受けました。
　水の浸水によるドアの開閉の困難さを実感するコーナーでは、水深
30㎝まで水が押し寄せた状態を作り、参加者はドアを押してもなか
なか開かないなど、浸水の恐さを体験しました。また、AEDの使用方
法や消火器を使った訓練では消防署員からの説明を真剣な表情で聞い
ていました。

15
11

　11月１日に制定した射水市の花、木、花木の記念植樹が各庁舎で行
われました。植樹には地域の保育園児とグリーンキーパー、連合自治会
長の皆さんが参加し、市の花のカワラナデシコ・市の木のとねりこ・市
の花木のあじさいを植樹しました。下庁舎では、下村保育園の園児たち
がカワラナデシコの苗を大事そうに鉢に植えていました。

大きく育て
—射水市の花、木、花木制定記念植樹—

7
11

3周年を祝う
—射水市民フェスティバル—

1
11

　市の活性化などを目的に空き家を活用して射水市の暮らしを体験する射水
市移住交流施設が新湊地区に続き、小杉地区でオープンしました。
　今回オープンした施設は金山地区にある施設で８人まで滞在可能です。利
用は市外の人が対象で１泊千円で連続30日まで滞在可能となっています。
詳しくは「たてがみ」を管理するNPO法人こすぎ総合スポーツクラブきら
りまで問い合わせください。

小杉地区にも誕生！
—移住交流施設「たてがみ」—

マギー審司のマジックショー

「射水市民の歌＂水きららか音頭“」

　射水市誕生３周年を記念し、射水市民フェスティバルが高周波文化ホール（新
湊中央文化会館）で行われました。
　ステージイベントでは、「射水市民の歌“水きららか音頭”」が披露され、和
田朝子舞踊研究所の生徒が射水市混声合唱団の歌と越中大島太鼓の太鼓に合わせ
て踊りました。今回踊りの振付を考案された和田朝子先生へ市長から感謝状が贈
呈されました。
　また、射水ブランドのイメージソング「イミズムズムズ♪」にあわせプロダン
サー★MARIE★さんと各地区スポーツクラブの子どもたちが「ムズムズ体操」
を元気よく披露しました。
　そのほかプロマジシャン　マギー審司のマジックショーなどで会場は盛り上が
り、射水市誕生の日を祝いました。
　ステージイベントの後、海王丸パークに会場を変え、音楽に合わせて花火が舞
い、夜空を彩っていました。

8・9
11

15・16
11

NPO法人こすぎ総合スポーツクラブ　きらり
〒939−0311　富山県射水市黒河711番地

（小杉勤労青少年ホーム内）
TEL 0766−56−6562
FAX 0766−56−6562

20
10



子
ど
も

環
　

境

国
際
交
流
員

相
　

談

保
健
だ
よ
り

市
民
病
院

消
費
生
活

図
書
館

募
　

集

イ
ベ
ン
ト

案
　

内

子
ど
も

環
　

境

国
際
交
流
員

相
　

談

保
健
だ
よ
り

市
民
病
院

消
費
生
活

図
書
館

募
　

集

イ
ベ
ン
ト

案
　

内

特
　

集

ま
ち
の
わ
だ
い

特
　

集

ま
ち
の
わ
だ
い

13 2008.12 122008.12

市民との協働の
まちづくり
－地域振興会との協働－ Vol.2

　射水市では、本年1月に策定した「協働のまちづ
くり基本指針」に基づき、4月から①地域型市民協
働事業と②公募提案型市民協働事業に取り組んでい
ます。今回は、①地域型市民協働事業についてお知
らせします。

問合せ先　市民協働課（小杉庁舎）　☎57－1622

　地域型市民協働事業（地域振興会との協働）は、県内では初めての試みですが、全国では福井県越前市や三重県名
張市、愛知県高浜市などで「まちづくり協議会」等の名称で市民との協働の取組が始まっています。
　今年度は５地区をモデル地区として実施しています。平成21年度末までに市内27校下・地区全てに地域振興会を設
立し、平成22年度からの本格実施を目指しています。

○地域振興会による協働のねらい
　近年、共働き家庭や一人暮らし老人の増加など、生
活スタイルの多様化により、隣近所とのつき合いや互
いに助け合うという連帯意識が薄れ、一人暮らし老
人宅の除雪、災害時の対応、安全安心の問題など、
身近なところで課題が生じています。
　これまでは、このような地域の身近な課題につい
て、地域の自治会・町内会をはじめとして、民生委
員・児童委員や地区社会福祉協議会、環境衛生協議
会など、さまざまな団体が個別に課題解決に取り組
んでいました。
　これからは、それぞれの団体が個別に活動するだけ
でなく、地域内の各種団体が情報や目的を共有し、連
携・協力しながら活動を展開していくことが重要です。
　地域と行政との役割分担を明確にし、地域ででき
ることは地域で解決するため、また地域の特性や状
況に応じて自主的な事業に取り組み、地域にあった
まちづくりを実現するために、地域振興会の設立を
進めています。
　地域振興会の活動をとおして、人と人との結びつき
や地域の一体感が生まれ、災害の発生時など、いざとい
うときには大きな力を発揮することも期待されます。

次回は、モデル地区地域振興会の事例を紹介します。

地域振興会の設立の促進
→まちづくりのネットワーク化

地域の課題を市民自らが解決し、地域にあったまちづく
りを実現するため、地区の地縁組織が連携・協力した組織

地域振興会
相互に補完

「
税
に
つ
い
て
の
作
品
」の

優
秀
作
品
表
彰

〜
中
学
生
・
作
文
の
部
、
小
学
生
・
習
字
の
部
〜

　

11
月
12
日
、
高
岡
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
中
学
生
の
「
税

に
つ
い
て
の
作
品
（
作
文
）」の
優
秀
作
品
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
射
水
市
租
税
教
育
推
進
協

議
会
が
募
集
し
た
小
学
生
の
「
税
に

つ
い
て
の
作
品
（
習
字
）」
で
は
、
大

島
小
学
校
６
年　

大
井　

晶
乃
さ
ん

の
作
品
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
の

を
は
じ
め
、
市
内
各
小
学
校
か
ら
多

数
の
優
秀
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
優
秀
作
品
（
習
字
）
は
、

「
税
を
考
え
る
週
間
（
11
月
11
日
〜

17
日
）
」
に
、
太
閤
山
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー　
パ
ス
コ
で
作
品
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
品（
作
文
）」の
優
秀
作
品

☆
北
陸
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
長
賞

「
ヒ
ー
ロ
ー
と
悪
役
」

　

射
水
市
立
新
湊
南
部
中
学
校　
　

３
年　

岩
坪　

紗
世
さ
ん

☆
富
山
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
長
賞

「
税
に
つ
い
て
」

　

射
水
市
立
新
湊
南
部
中
学
校　
　

３
年　

折
口　

友
里
さ
ん

小
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
品（
習
字
）」の
優
秀
作
品

☆
最
優
秀
賞

　

射
水
市
立
大
島
小
学
校　
　
　

６
年　

大
井　

晶
乃
さ
ん

☆
金　

賞

　

射
水
市
立
小
杉
小
学
校　
　
　

６
年　

村
上　

仁
美
さ
ん

☆
金　

賞

　

射
水
市
立
塚
原
小
学
校　
　
　

６
年　

中
島　

千
智
さ
ん

☆
金　

賞

　

射
水
市
立
大
門
小
学
校　
　
　

６
年　

澤
田　
　

渚
さ
ん

【
問
合
先
】　

射
水
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　（
納
税
課
内
）（
大
島
庁
舎
）
☎
52
│
７
９
６
２

地域振興会の性格と役割
◆性格
・地域を代表する組織
・行政との役割分担を明確にした組織
・計画性を持つ組織
◆役割
・地域住民の意見を集約、市へ提案
・市が行っている事業の実施
・地域の課題等を解決する自主的な地域
づくり事業の実施

自治会 民生委員・児童委員
地区社会
福祉協議会

環境衛生協議会

体育協会
その他団体老人クラブ

児童クラブ

女性の会

ボランティア団体

地区住民

射水市水道事業では、毎年策定する水質検査計画に基づいて水質検査を定期的に行っています。

　下表は、上野調整場における平成20年８月の検査結果のうち主要検査項目を抜粋したものです。
水質に関する詳細は、本市のホ－ムペ̶ジをご覧ください。
　問合せ先　　上水道工務課（布目庁舎）　☎84－9646

アパ－トやビルの水をいつでもおいしく安全に
給水設備の点検をしましょう
　貯水槽・自動制御装置・給水ポンプなどの定期的な保守点検が必要です。
　貯水槽の天井や壁面に穴やすき間・亀裂がないか、貯水槽内部に異物や汚れはないか
など、定期的に点検しましょう。
　地震、強風、凍結、大雨のあとは、速やかに点検しましょう。

定期的な清掃をしましょう
　貯水槽は、知らない間に鉄さびや水あか、藻などがたまって汚れてきますので１年
に１回、清掃を行いましょう。

基準検査項目 基準値 検査結果 基準検査項目 基準値 検査結果

水温 － 20.0 33 アルミニウム及びその化合物 0.2㎎/ℓ以下 0.02

残留塩素 － 0.45 34 鉄 及 び そ の 化 合 物 0.3㎎/ℓ以下 0.03

１ 一 般 細 菌 100個/㎖以下 0 36 ナトリウム及びその化合物 200㎎/ℓ以下 7.3

２ 大 腸 菌 不検出 不検出 38 塩 化 物 イ オ ン 200㎎/ℓ以下 14.4

３ カドミウム及びその化合物 0.01㎎/ℓ以下 0.001 39 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300㎎/ℓ以下 28

６ 鉛 及 び そ の 化 合 物 0.01㎎/ℓ以下 0.001 40 蒸 発 残 留 物 500㎎/ℓ以下 59

10 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10㎎/ℓ以下 0.3 42 ジ ェ オ ス ミ ン 0.00001㎎/ℓ以下 0.000001

11 フッ素及びその化合物 0.8㎎/ℓ以下 0.08 45 フ ェ ノ ー ル 類 0.005㎎/ℓ以下 0.0005

21 塩 素 酸 0.6㎎/ℓ以下 0.06 46 有機物（全有機炭素（TOC）の量） 5㎎/ℓ以下 0.5

23 ク ロ ロ ホ ル ム 0.06㎎/ℓ以下 0.006 47 　 　 ' p H 値 　 　 5.8以上8.6以下 6.7

27 総 ト リ ハ ロ メ タ ン 0.1㎎/ℓ以下 0.009 48 味 異常でないこと 異常なし

29 ブロモジクロロメタン 0.03㎎/ℓ以下 0.003 49 　 臭 気 　 異常でないこと 異常なし

30 ブ ロ モ ホ ル ム 0.09㎎/ℓ以下 0.001 51 　 濁 度 　 ２度以下 0.1

32 亜鉛およびその化合物 1.0㎎/ℓ以下 0.01

水道法に定める水質検査
●定期水質検査（10箇所）
　水質基準項目51項目を、定められた検査頻度
で定期的に検査します。
★毎日水質検査（配水系統毎に5箇所）
　水質基準項目とは別に「色」「濁り」「塩素消毒
の残留効果」の検査を毎日行います。

市が独自に実施する検査
▲対塩素性病原微生物の検査
・クリプトスポリジウム指標菌（毎月）
・クリプトスポリジウム（年4回）
◆農薬等の検査
　広上取水場および布目配水場の水源にて、近
辺で散布された農薬類を調査し検査します。

入れ歯リサイクル事業（県内初）ー不要入れ歯が世界の子ども達を救う！ー

安全でおいしい水を給水しています

貯水槽

　収益金は、日本入れ歯リサイクル協会を通し、日本ユニセフ協会から世界中の恵まれない子どもたちを支援します。
　各地区行政センターに、12月から「不要入れ歯回収ボックス」を設置しました。

［どのような入れ歯]
入れ歯に金属がついているもの。
（金属がついていないものは回収できません）
入れ歯以外でもＯＫ
・歯にかぶせたクラウン
・歯に詰めたインレー
・歯と歯をつないだブリッジ

［入れ歯の投入方法］
①汚れを落とし、熱湯で消毒または、
　入れ歯洗浄剤で消毒をしてください。
②備え付けのビニール袋に入れ
　回収ボックスに投入ください。

不要な入れ歯があれば、ぜひ回収ボックスへ
問合せ先　社会福祉課（新湊庁舎）　☎82―1951
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環境について考える環境について考える エコネット　いみず 消費生活 ～必ず儲かるって、本当？～

ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
へ
行
こ
う

ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
へ
行
こ
う

第9回

12月の主な行事
下記行事以外にも各支援センターで様々な行事を行っています。
詳しくは市ホームページ→施設一覧→子育て支援センター（施設
案内）を参照してください。お気軽にご利用ください。

新湊子育て支援センター 新湊保育園内
☎82－8018 17日　誕生会 下村子育て支援センター 下村交流センター内

☎59－8088

4、5日　作ってみよう
3日　お話タイムSP
11日　誕生会

小杉北部子育て支援センター 小杉社会福祉会館3Ｆ☎55-5582

2日～4日　作って遊ぼう！
18日　休館日（館内清掃）
22日　誕生会

海老江子育て支援センター 海老江保育園内☎86－5050

18日　おたのしみ会
22日　クリスマス会
24日　発育相談・発育測定

小杉南部子育て支援センター 千成保育園内☎56－5700

2日　絵のお話
9日　クリスマスパーツ作り
22日　誕生会

大島つばさ子育て支援センター 大島つばさ保育園内☎51－6060

1日　身体測定・発育相談
3日　離乳食試食会
26日　ベビーマッサージ

大門子育て支援センター 大門きらら保育園内
☎52－1303

2日～5日　作って遊ぼう！
22日　誕生会 新湊作道子育てミニサロン 新湊作道保育園内☎82－8787

17日　ふれあいもちつき
22日　クリスマスコンサート

大島子育て支援センター 大島児童館内
☎52－7551

10日　リトミック
12日　誕生会
5、24、26日ちびっこクラブ

グランパ
新湊カモンショッピング
センター2F
☎84－4077

5日　身体測定
10日　誕生会

子育て支援センター情報

※子育て相談（心理士相談）発育相談（保健師相談）は18ページを参照ください

　

今
回
は｢

利り

殖し
ょ
く

商
法｣

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
「
利
殖
商
法
」
と
は
、「
必
ず
儲
か
り
ま
す
」「
絶
対
に
損
は
し
ま

せ
ん
」「
元
本
保
証
」
と
巧
妙
に
説
明
し
、
消
費
者
に
安
心
感
を
持

た
せ
、
お
金
を
集
め
て
だ
ま
し
取
る
詐
欺
商
法
で
す
。

　

最
近
の
、
株
の
乱
高
下
や
物
価
の
急
激
な
上
昇
、
低
金
利
時
代
な

ど
の
経
済
不
安
で
、
た
く
わ
え
を
少
し
で
も
増
や
そ
う
と
高
配
当
の

投
資
話
に
乗
っ
て
し
ま
い
、被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

◎
勧
誘
の
手
口
と
は
？

・
利
回
り
や
元
本
保
証
の
仕
組
み
を
も
っ
と
も
ら
し
く
説
明
。

・
有
名
人
を
広
告
塔
に
し
て
信
用
さ
せ
、
雑
誌
や
テ
レ
ビ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
て
勧
誘
。

・
信
用
さ
せ
る
た
め
、
最
初
だ
け
分
配
金
を
支
払
う
。

・
会
員
が
口
コ
ミ
で
セ
ミ
ナ
ー
会
場
に
誘
い
、
法
律
で
認
め
ら
れ

た
商
法
と
説
明
。

◎
こ
の
よ
う
な
儲
け
話
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
エ
ビ
の
養
殖
へ
の
投
資　

一
年
で
倍
に
な
る
と
い
う
が
な
ら
な
い

・
上
場
予
定
会
社
の
株
式
の
投
資　

実
際
に
は
上
場
さ
れ
な
い

・
実
際
に
は
存
在
し
な
い
海
外
の
植
樹
活
動
や
エ
コ
事
業
へ
の
投
資

ホ
テ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
不
動
産
の
建
設
・
運
営
へ
の
投
資

・
海
外
市
場
の
貴
金
属
の
証
拠
金
取
引　

ロ
コ
・
ロ
ン
ド
ン
取
引

◎
大
切
な
お
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
な
い
た
め
に
は
、

①
う
ま
す
ぎ
る
儲
け
話
に
は
耳
を
か
さ
な
い
、
手
を
出
さ
な
い
。

た
と
え
友
人
・
知
人
か
ら
の
勧
め
で
も
す
ぐ
に
信
用
し
な
い

②
内
容
を
よ
く
確
認
。
銀
行
や
郵
便
局
な
ど
法
律
で
認
め
ら
れ
て

い
る
金
融
機
関
以
外
の
業
者
が
元
本
を
保
証
し
て
金
品
を
集
め

る
こ
と
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

③
自
分
ひ
と
り
で
判
断
し
な
い
。
周
り
の
人
に
相
談
を
。

 

お
い
し
い
話
に
は
落
と
し
穴
が
あ
り
ま
す
。「
お
か
し
い
」「
騙
さ

れ
た
」
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

●
射
水
市
消
費
生
活
相
談
（
大
島
庁
舎
生
活
安
全
課
内
）

　

月
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
（
火
・
金
曜
日
は
専
門
員
対
応
）　

☎
52―

７
９
７
４

●
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
高
岡
支
所
（
高
岡
市
本
丸
町

７
番
１
号
）

　

月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

☎
25―

２
７
７
７

　
「
ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
」
は
、
今
年
の
８
月
23
日
で
五
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
開
所
記
念
日
に
は
、
五
周
年
パ
ー
テ
ィ
を
開
き
、
手
作
り
ケ
ー

キ
な
ど
を
食
べ
て
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。当
日
は
、「
ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
」

を
巣
立
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
含
め
て
19
名
の
参
加
が
あ
り
、
大
賑
わ
い

で
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
会
う
子
ど
も
た
ち
も
、
と
て
も
元
気
そ
う
で
し

た
。

　

例
年
、
秋
の
気
配
が
深
ま
っ
て
く
る
と
、
子
ど
も
た
ち
も
そ
ろ
そ
ろ

進
路
が
気
に
な
り
だ
し
ま
す
。
受
験
は
誰
に
と
っ
て
も
不
安
な
こ
と
で

す
が
、
学
校
に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
勉
強

以
外
に
も
、
ち
ゃ
ん
と
毎
日
通
え
る
だ
ろ
う
か
、
友
だ
ち
は
で
き
る
だ

ろ
う
か
、
悩
み
の
種
は
つ
き
ま
せ
ん
。
季
節
の
変
わ
り
目
で
身
体
と
心

の
調
子
を
崩
し
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
は
い
つ
に
も
増
し

て
子
ど
も
た
ち
の
様
子
に
気
を
配
り
ま
す
。
あ
り
が
た
い
の
は
、「
ほ
っ

と
ス
マ
イ
ル
」
を
巣
立
っ
た
子
ど
も
が
た
ま
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
て
、

不
安
な
後
輩
た
ち
に
自
分
の
経
験
を
話
し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
う

し
た
身
近
な
先
輩
の
話
は
、
大
人
の
言
葉
よ
り
も
何
倍
も
勇
気
を
与
え

て
く
れ
る
よ
う
で
す
。

　

通
い
始
め
た
頃
は
孤
立
無
援
の
状
態
で
自
分
の
存
在
価
値
を
実
感
で

き
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、「
ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
」
で
次
第
に
自
信

を
取
り
戻
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
旅
立
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
そ

の
後
も
、「
ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
」
と
の
絆
は
続
き
ま
す
。
つ
ら
く
な
っ

た
と
き
は
「
ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
」
に
や
っ
て
き
て
、
顔
な
じ
み
の
輪
の

中
で
お
し
ゃ
べ
り
し
笑
っ
て
、
元
気
を
補
給
し
て
帰
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
は
行
き
つ
戻
り
つ
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
自

立
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。そ
の
ペ
ー
ス
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

「
ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、
け
っ
し
て
焦
ら
ず
子
ど
も
の
歩
み
に
寄

り
添
っ
た
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

普
段
の
ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
の
様
子
は
「
ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
日
記
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ　http://w

w
w
.toyam

av.net/̃sm
ile/hot_index.htm

l

ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル　

☎
55―

２
７
９
９

Ｊ
Ｒ
小
杉
駅
北
側
に
あ
る
「
射
水
市
子
ど
も
の
権

利
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す

　

何
千
年
も
前
に
、
た
く
さ
ん

の
巨
大
な
石
を
円
状
に
並
べ

造
ら
れ
た
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
は
、

世
界
の
不
思
議
の
ひ
と
つ
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
謎
が

い
っ
ぱ
い
で
、
ま
だ
解
明
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

大
き
な
謎
の
ひ
と
つ
は
、
た

く
さ
ん
の
も
の
す
ご
く
重
い
石

を
、
ど
の
よ
う
に
運
ん
だ
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
ス
ト
ー
ン

ヘ
ン
ジ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
南
部
、

私
の
ふ
る
さ
と
か
ら
そ
ん
な
に
遠
く

な
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
数
種
類

の
石
の
う
ち
、
最
も
小
さ
い
石
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
ず
っ
と
西
、
３
８
０
㎞

離
れ
た
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
山
か
ら
持
っ

て
来
ら
れ
ま
し
た
。「
最
も
小
さ
い

石
」
と
い
っ
て
も
４
ト
ン
ぐ
ら
い

あ
り
、
４
０
０
０
年
前
な
ら
信
じ
ら

れ
な
い
旅
で
す
。
一

部
は
川
の
ボ
ー
ト
で
、

一
部
は
木
の
幹
に
乗

せ
引
き
ず
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
科
学
者

が
考
え
て
い
ま
す
が
、

証
明
は
難
し
い
で
す
。

最
近
、
先
史
時
代
の

技
術
で
３
ト
ン
の
石

を
ウ
ェ
ー
ル
ズ
か
ら

運
ぶ
実
験
が
あ
り
ま

し
た
が
、
25
㎞
運
ん
だ
後
、
ボ
ー
ト

は
沈
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
本
当
に

そ
の
方
法
を
使
っ
た
か
は
、
謎
の
ま

ま
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
謎
は
、
ス
ト
ー
ン
ヘ

ン
ジ
が
建
て
ら
れ
た
目
的
で
す
。
夏

至
の
日
に
、
円
の
内
側
に
立
つ
と
、

太
陽
が
円
の
外
側
に
ひ
と
り
ぼ
っ
ち

で
立
っ
て
い
る
石
の
ち
ょ
う
ど
後
ろ

か
ら
出
る
の
が
見
え
る
た
め
、
天

文
学
の
た
め
に
作
ら
れ
た
と
考
え
る

人
が
多
い
で
す
。
先
史
時
代
の
カ
レ

ン
ダ
ー
に
も
、
例
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
大
き
い
も
の
で
45
ト
ン
に

も
な
る
石
を
動
か
す
こ
と
は
、
あ
ま

り
に
大
変
な
こ
と
な
の
で
、
宗
教
的

な
意
味
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
太
陽
を
神
様

と
し
て
祭
る
場
所
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

努
力
や
時
間
を
惜
し
ま
ず
作
ら
れ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

れ
も
推
測
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

円
の
真
ん
中
に
立
つ
と
ど
ん
な
感

じ
が
す
る
だ
ろ
う
と
想
像
す
る
も

の
の
、
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
を
保
護
す

る
た
め
、
普
段
は
立
ち
入
り
禁
止
で

す
。
私
が
生
ま
れ
た
年
、
１
９
７
７

年
に
こ
の
ル
ー
ル
が
出

来
た
た
め
、
私
も
円
の

内
側
に
入
っ
た
こ
と
が

な
い
の
で
す
。
し
か
し
、

円
の
外
か
ら
背
の
高
い

石
が
独
特
の
門
の
か
た

ち
に
立
っ
て
い
る
の
を

見
る
だ
け
で
も
立
派
で
、

祖
先
の
世
界
が
想
像
で

き
、
先
史
時
代
の
空
気

を
吸
う
気
が
し
ま
す
。

国際交流員

リチャード
メドハースト

　

何
千
年
も
前
に
、
た
く
さ
ん

の
巨
大
な
石
を
円
状
に
並
べ

造
ら
れ
た
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
は
、

世
界
の
不
思
議
の
ひ
と
つ
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
謎
が

い
っ
ぱ
い
で
、
ま
だ
解
明
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

大
き
な
謎
の
ひ
と
つ
は
、
た

く
さ
ん
の
も
の
す
ご
く
重
い
石

を
、
ど
の
よ
う
に
運
ん
だ
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
ス
ト
ー
ン

ヘ
ン
ジ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
南
部
、

国際

ストーンヘンジ

◎年末年始のごみの収集
平成20年12月31日（水）から平成21年１月４日（日）までのごみの収集を休みます。
（※詳細は、ごみのカレンダーをご覧ください。）
直接搬入される場合
・燃えるごみ、燃えないごみ、資源リサイクルごみ　→　

　クリーンピア射水、ミライクル館
・埋立ごみ　→　野手埋立処分所
　平成20年12月27日（土）から平成21年１月４日（日）まで休みます。
（※詳細は、ごみのカレンダーをご覧ください。）

◎年末年始のし尿の収集
平成20年12月27日（土）から

平成21年１月４日（日）まで、
し尿の収集を休みます。

◎油漏れに注意！
　暖房を使用する季節です。灯油の流出事故など
起こらないように、ポリタンクへの給油中にその
場を離れたり、給油後のバルブの閉め忘れなどに
ご注意ください。
問合せ先　環境課（大島庁舎）　☎52－7967

◎第３回射水市環境とくらしフェア
　11月２日（日）に「第３回射水市環境とくらしフェア」がクリーンピア射
水において開催されました。リサイクル体験、環境クイズラリーなど大い
に盛り上がりました。当日は多数のご来場誠にありがとうございました。

【今月の市民環境講座】
日　時：12月18日（木）午後７時30分～午後９時
会　場：大島社会福祉センター
テーマ：エコドライブでＣＯ２削減　　講　師：㈳日本自動車工業会
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保健だより保健だより12月号
・１歳６か月児健康診査、３歳６か月児健康診査、
　予防接種は、個人通知をしませんので、毎月の広報
　「いみず」を見て会場へお越しください。

問合せ先 ・健康推進課（新湊庁舎）

・新湊保健センター

・小杉保健センター

TEL82－1954　FAX82－3175

TEL82－8416　FAX82－8419

TEL56－3007　FAX56－3008

・大門保健センター

・大島保健センター

・下村保健センター 

TEL52－7070　FAX52－7071

TEL52－7970　FAX52－5595

TEL59－8021　FAX59－8022

項 目 対 象 者 対象地区 実 施 日 会 場 受付時間

健診

３～４か月児健康診査 H20年８月生

大門・大島 12月３日（水）大門保健センター

13:00～13:15新湊 12月10日（水）射水市民病院

小杉・下 12月17日（水）小杉保健センター

１歳６か月児健康診査
H19年５月生

新湊 12月５日（金）新湊保健センター

13:00～13:15
小杉・下 12月10日（水）小杉保健センター

大門・大島 12月19日（金）大門保健センター

H19年６月生 新湊 １月９日（金）新湊保健センター

３歳６か月児健康診査
（むし歯予防教室をあわせて実施） Ｈ17年６月生

小杉・下 12月４日（木）小杉保健センター

13:00～13:15大門・大島 12月11日（木）大門保健センター

新湊 12月18日（木）新湊保健センター

教室

むし歯予防教室
（１歳６か月児・３歳児）

Ｈ19年５月生、
Ｈ17年12月生の
教室参加者

新湊 12月11日（木）新湊農村環境改善センター

13:00～13:15小杉・下 12月16日（火）小杉保健センター

大門・大島 12月24日（水）大門保健センター

むし歯予防教室
（２歳児・２歳６か月児）

Ｈ18年12月生、
Ｈ18年６月生の
教室参加者

小杉・下 12月１日（月）小杉保健センター
13:00～13:15新湊 12月３日（水）新湊農村環境改善センター

大門・大島 12月９日（火）大門保健センター

マタニティ教室Ａ《要申込み》 妊婦 全市 12月９日（火）小杉保健センター 13:15～13:30

もうすぐパパママ教室《要申込み》 妊婦とその夫 全市 12月13日（土）下村保健センター 9:15～ 9:30

新米パパママ教室《要申込み》 生後６ヶ月～１歳児の両親 全市 12月６日（土）小杉保健センター 9:15～ 9:30

相談

ぴよぴよ相談
（身体計測、育児・母乳相談、
　絵本の読みきかせ、離乳食実習）

生後８か月まで 全市

12月３日（水）小杉保健センター
9:30～10:00

12月10日（水）大門保健センター

12月16日（火）新湊保健センター 13:00～13:30

12月18日（木）下村保健センター 9:30～10:00

にこにこ相談
（身体計測、育児・栄養相　
　談、食事の話と試食）

生後９か月以降 全市

12月２日（火）大門保健センター

9:30～10:00

12月９日（火）新湊保健センター

12月12日（金）大島保健センター

12月15日（月）小杉保健センター

１月９日（金）大門保健センター

予防
接種 Ｂ Ｃ Ｇ H20年８月生

大門・大島 12月５日（金）大門保健センター 13:30～14:00

新湊 12月12日（金）新湊農村環境改善センター 13:00～14:00

小杉・下 12月19日（金）小杉保健センター 13:30～14:00

母と子の健康診査・教室・相談・予防接種（12月1日～1月10日）

※対象地区以外で健診等を受診される場合は、お住まいの地区の保健センターへご連絡ください。

休日在宅当番医・歯科医（診療時間　午前9時～午後5時）※都合により変更になる場合があります。受診の際は直接医療機関に電話でご確認ください。
月 日 医 院 ・ 病 院 電 話 月 日 医 院 ・ 病 院 電 話

12月7日
（日）

越野医院（立町）【内・小】 82－2855
12月28日
（日）

姫野病院（放生津）【内・小・胃】 84－0055
とよた小児科クリニック（小島）【小・内】 52－0288 おおむら耳鼻咽喉科医院（東太閤山）【耳鼻咽喉】 56－8577
黒川歯科医院（中太閤山） 56－4811 浦野歯科クリニック（高岡市清水町） 28－3636

12月14日
（日）

皆川医院（海老江）【内・小】 86－0010
12月30日
（火）

越野医院（本町）【内・小】 82－2600
パスコこどもクリニック（中太閤山）【小】 56－7087 真生会富山病院（下若）【内・眼】 52－2156
池田歯科医院（高岡市中曽根） 82－4422 大道歯科医院（高岡市立野） 31－0101

12月21日
（日）

羽岡内科医院（本町）【内】 84－8200
12月31日
（水）

矢野神経内科医院（本町）【内・神内・リ】 82－5150
レディースクリニックむらた（橋下条）【産婦】 57－4141 道振整形外科医院（二口）【整】 52－5699
飛見歯科（高岡市横田） 24－6480 山下歯科クリニック（高岡市戸出町） 63－8148

12月23日
（火）

古野医院（八幡町）【外・胃・整】 82－3964
摂津小児科医院（中太閤山）【小】 56－5775
嶋歯科クリニック（中太閤山） 56－9222

開催日 集合場所 集合時間

大門室内ウォーク 12月12日（金） 大門総合体育館 13：20～

＊持ち物：スタンプシート（持っている方）、内履き、水筒
＊どなたでも参加できます。暖かい服装でお越しください。

歩いて！
集めて！ 楽しく健康づくり

「いみず元気ウォークスタンプラリー」に参加しましょう！「いみず元気ウォークスタンプラリー」に参加しましょう！

保育園・幼稚園等年長児のお子さん（2期）、中学1年生（3期）、
高校3年生（4期）の年齢の方へ
～麻しん風しん（MR）予防接種はお済みですか～ 
　はしか（麻しん）は感染力が大変強い感染症です。自分が感染しないためだけで
なく、周りの人に感染を広げないためにも予防接種は有効です。
　平成20年度麻しん風しん（MR）予防接種の2期、3期、4期の対象の方に予防接
種券を送付してあります。接種期限は平成21年3月31日までとなりますので、ま
だ接種をされてない方は体調の良い時に早めに接種しましょう。
　なお、接種期限を過ぎますと任意接種（有料）となります。

射水市医師会のホームページをご活用ください。ホームページアドレス　http://imizu.weblike.jp/
市内の医療機関をはじめ、当番医などがすぐ分かるよう構成されています。

健康な歯で元気家族

　射水市公募提案型市民協働事業

～日曜・笑談会・家族会
・ほしの会in射水市～

　うつ病患者、家族の方、大切な方をなくされた方の
ための集いです。一歩前進してみませんか？
日　時　平成21年１月18日（日）午後１時～午後３時
場　所　小杉保健センター　参加費　500円（茶菓代）
申込先　エッセンスclub.imizu　☎080－3047－9508
　　　　健康推進課（新湊庁舎）　☎82－1954

○平成20年度「富山県母と子のよい歯のコンクール」
【知事賞優秀賞】村田あすかさん、優芽ちゃん（東太閤山）

○「第11回三世代お口さわやか大賞」
　　いい歯の兄弟姉妹部門
【知事賞最優秀賞】西野鈴菜さん、龍太朗ちゃん（椎土）

○第14回「いい歯　カムカム　すこやか大賞」
【知事賞優秀賞】温井きよいさん（手崎）

　「いい歯の日」表彰式が11月７日に県庁で
行われ、射水市から３組の方が受賞されまし
た。受賞おめでとうございます。
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平日は夜７時まで
☎57－4646

困ったときには相談を… 一人で悩まず相談してみてはいかがですか！
時間と場所を確認し、ご相談ください。

相 談 名 12月 1 月 時 間 場 所 備 考

各　

種　

相　

談　

ご　

と 

行政相談
人権相談

3日

13:00～16:00

小杉社会福祉会館

☎57−1627
10日 14日 新湊交流会館
17日 21日 大門総合会館
24日 27日 大島社会福祉センター

1日 福王寺

心配ごと相談

毎週月曜日（祝日除く）

13:00～16:00

小杉社会福祉会館 ☎55−2813
毎週水曜日（祝日除く） 新湊交流会館 ☎82−8450
毎週水曜日（祝日除く） 大門総合会館 ☎52−7080 
第 4 火曜日（祝日除く） 大島社会福祉センター ☎52−5010 
第 1 月曜日（祝日除く） 福王寺 ☎59−2002

成年後見制度相談 24日 28日 14:00～16:00 新湊交流会館 ☎82−1952

無料法律相談

25日 22日 13:00～16:00 小杉庁舎
要予約（12/11、1/8）
☎57−1627（定員6人） 

12日 9日 13:00～15:30 小杉社会福祉会館
要予約（11/28、12/26
　8：30〜受付）（＊1）
☎55−2813（定員5人）

17日 21日 13:30～16:30 新湊福祉会館
要前日予約（＊1）

（8:30～受付　定員６人）
☎82−8450 

住宅相談 21日 18日
10:00～15:00 新湊交流会館 ☎82−4511 
10:00～16:00 太閤山ショッピングセンターパスコ ☎55−1298

年金相談
5日 6日

10:00～15:00
射水商工会議所 ☎84−5110

19日 16日 新湊庁舎 ☎82−1964

税理士の無料税務相談 18日 15日 13:00～15:00 高岡本丸会館
要予約（12/12、1/9）
定員４人受付順（＊1）
☎25−6624

消費生活相談
月曜日～金曜日

( 祝日除く ) 
9:00～16:00 大島庁舎

火・金曜日は専門員が対応
☎52−7974（直通） 

障害者サテライト相談 毎週火曜日 13:30～15:00 大島社会福祉センター ☎82−1951

女性のこころと生き方相談
8日 19日

14:00～16:00 働く婦人の家 ☎55−5650
22日 26日

教育相談 月・水・金曜日 13:00～17:00 教育センター ☎82−1678
家庭児童・母子父子相談 月曜日～金曜日 9:00～17:00 新湊庁舎 ☎82−1953

子どもの悩み総合相談
月曜日～金曜日
（祝日除く）

9:00～17:00
小杉庁舎　１階
子どもの悩み総合相談室

☎・FAX 57−0100
E-mail:kodomo-soudan@
city.imizu.toyama.jp

（心理カウンセラーによる相談） 毎週水曜日（祝日除く） 同　上 同　上 予約優先　連絡先は上記と同じ 
ほっとスマイル

子ども相談 
毎週水曜日

（祝日除く）
14:00～17:00

子どもの権利支援センター
「ほっとスマイル」

要予約　☎55−2799
E-mail:smile@toyamav.net 

臨床心理士による
子育て相談

11日 8日

10:00～11:30

新湊子育て支援センター ☎82−8018
5日 9日 小杉北部子育て支援センター ☎55−5582

12日 16日 小杉南部子育て支援センター ☎56−5700
26日 8日 大門きらら子育て支援センター ☎52−1303
19日 16日 大島子育て支援センター ☎52−7551 
16日 23日 下村子育て支援センター ☎59−8088 

保健師による育児相談

27日

10:00～11:30

新湊子育て支援センター
＊子育て支援センター
開所時間中は、随時保
育士による子育て相談
を受け付けています。 

16日 小杉北部子育て支援センター
20日 小杉南部子育て支援センター
13日 大門きらら子育て支援センター

3日 大島子育て支援センター
1日 下村子育て支援センター 

交通事故相談 5日・19日 5日・16日 13:00～15:00 富山警察署分庁舎 ☎076−444−4400
巡回交通事故相談 11日 8日 10:00～15:00 高岡総合庁舎 ☎21−9411
時間外無料医療相談 26日 17:30～19:00 射水市民病院医療相談室 ☎82−8100

（＊1）…多くの方の相談を受け付けたいため、前回の相談より６か月以上期間をあけて申し込みください。

Hospital

　男性の皆さんで、検診の際に
ブルガダ症候群（疑い）との診
断を受けた方はいらっしゃいま
すか。この病気は約15年前に
初めて報告されたもので、軽度
な心電図異常しかみられなかっ
た人が重症の不整脈を起こして
突然死してしまう病気です。日
本人を含む東洋人に多く認めら

れ、青・壮年期の男性に発症する場合がほとんどです。
心電図では不完全右脚ブロックと呼ばれる、心臓の中
の電気の流れが一部悪くなっているところがあるだけ
です。この心電図異常を示す方の200人に一人が、主
に夜間に突然重症の不整脈を発症し、発見が遅れると
死亡に至ることが知られています。ご家族で突然死さ
れた方がいる場合も要注意です。動悸や失神を自覚す
る場合もありますが、多くは無症状です。また、心電
図異常を示しているだけで何も問題を起こさない「ブ
ルガダ型心電図」も多いため、検診でこのような異常
を指摘された場合は再度検査をおすすめします。通常、
心電図検査の他に心臓の超音波検査、運動負荷心電図
検査、24時間の全心電図を記録するホルター心電図検
査を行い危険性の有無を判断します。これらの検査で
新たな異常がみつかった人、自覚症状のある人、そし
て突然死の家族歴のある人では、予防に向けてさらに
詳しい検査が必要になります。

《
一
般
図
書
》

大
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時
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な
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司
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松
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成
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射
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ま
つ
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新
湊
博
物
館

越
中
文
学
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北
日
本
新
聞
社

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

新
刊
図
書
案
内

～
近
く
の
図
書
館
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
～

12月の図書館カレンダー

○数字　中央館の休館日
　　　　地域館の休館日
　　　　全館休館日

内科・循環器科医長

菅
すがお
生昌高

ブルガダ症候群
射水市民病院射水市民病院

TEL82-8100
市民病院ホームページもご覧ください
http://www.city.imizu.toyama.jp/hospital/

月　日 内　　容 担　　当

12月12日（金）
フットケア 保健師
食事療法と単位配分 栄養士

12月19日（金）
家庭でできる運動療法 保健師
糖尿病と合併症 堀内科副部長

12月26日（金） 油脂（表５）と外食 栄養士

〓〓糖尿病教室のお知らせ〓〓

時　間　午後１時30分～午後３時              
場　所　２階大会議室
持参するもの

筆記用具、食品交換表（当病院売店にて取り
扱っています）、紫色のファイル（教育入院で
持っておられる方）、　電卓（12 月 12 日・26
日のみ）

糖尿病で治療を受けている方、糖尿病の患者を家族にお持ちの
方など、糖尿病に関心のある方、ぜひご参加ください。

ケーブルTV「こんにちは市民病院です」
12月の放送は12月８日（月）～14日（日）

外科：湯口Ｄｒが出演します。

インフルエンザ予防接種について
　いよいよ冬も本番、インフルエンザに注意が必要な季節に
なりました。
　当院外来でワクチンの予防接種がうけられます。
　当院に受診中の方は受診時に接種可能ですが、受診してい
ない方は下記のとおり行います。
期　間：12月19日（金）までの毎週水曜日と金曜日
　　　（12月12日を除く）
時　間：午後5時30分～7時（予約制にて実施）
料　金：一般4,000円
予約は医事課にて受け付けます。1日20人で締切ります。

中
央
図
書
館
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
催
し

蘢
小
杉
写
遊
会
作
品
展

日
時　

12
月
２
日
㈫
〜
14
日
㈰

内
容　

デ
ジ
カ
メ
写
真
の
展
示

年
末
は
、
12
月
27
日
㈯
ま
で

新
年
は
、
１
月
６
日
㈫
か
ら

通
常
ど
お
り
開
館
い
た
し
ま
す
。

★
冬
の
お
楽
し
み
子
ど
も
会

日
時　

12
月
20
日
㈯午

前
11
時
か
ら

会
場　

中
央
図
書
館

内
容　

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み

聞
か
せ
・
ほ
か

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ
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＜企業広告募集＞　問合せ先　市民協働課（小杉庁舎）☎57－1622 広告代理店　㈱協和総商　☎21－0319

企業広告 企業広告

　

今
年
度
、
新
湊
南
部
中
学
校
で

は
、
地
域
と
の
か
か
わ
り
を
大
切

に
し
た
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
、「
あ
り
が
と
う
～
伝
え
よ

う
感
謝
の
言
葉　

届
け
よ
う　

言

葉
と
行
動
で
～
」
の
生
徒
会
テ
ー

マ
を
掲
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

１
学
期
は
、
校
区
内
に
あ
る
病

院
や
老
人
福
祉
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
等
で
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の

施
設
も
、
部
活
動
や
「
14
歳
の
挑

戦
」
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、

一
生
懸
命
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

夏
休
み
に
は
、
各
部
活
動
ご
と

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
行
い
ま
し

た
。
日
ご
ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

言
葉
と
行
動
で
表
わ
す
よ
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
あ
り

が
と
う
」
と
か
け
て
い
た
だ
く
言

葉
に
、
人
の
役
に
立
つ
喜
び
を
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
今
ま

で
以
上
に
地
域
か
ら
愛
さ
れ
る
新

湊
南
部
中
学
校
に
な
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

滝た
き

田だ

　

実み
の
る

大
正
元
年
12
月
15
日
～

平
成
12
年
12
月
９
日

　

滝
田
実
は
、射
水
郡
小
杉
町
三
ケ（
現

射
水
市
）
に
父
滝
田
豊
蔵
、
母
す
て
の

三
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
６
年
、
高
岡
工
芸
学
校
を
卒
業

後
、
日
清
紡
績
に
入
社
。
戦
後
す
ぐ
に

労
働
運
動
に
参
加
し
、
労
働
者
の
地
位

向
上
に
尽
く
し
ま
す
。
そ
の
後
、
持
ち

前
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
買
わ
れ
、
昭

和
23
年
に
は
35
歳
の
若
さ
で
全
国
の
繊

維
関
係
労
働
者
の
労
働
組
合
で
あ
る
全

繊
同
盟
の
第
３
代
会
長
に
就
任
。以
降
、

昭
和
46
年
ま
で
23
年
間
に
わ
た
り
会
長

を
務
め
、
さ
ら
に
は
繊
維
・
金
属
・
自

動
車
・
電
力
な
ど
の
労
働
組
合
が
中
心

と
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
全
日
本
労
働
総

同
盟
の
会
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、
一
貫

し
て
民
主
的
な
労
働
運
動
の
発
展
に
尽

く
す
と
と
も
に
、
労
資
協
調
こ
そ
が
企

業
を
繁
栄
さ
せ
、
労
働
者
に
利
益
を
も

た
ら
す
と
の
信
念
の
も
と
、
日
本
経
済

の
復
興
に
も
大
い
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
滝
田
が
直
接
指
導
し
た

昭
和
29
年
の
「
近
江
絹
糸
争
議
」（
※
）

は
、
繊
維
産
業
の
み
な
ら
ず
、
中
小
企

業
に
お
け
る
労
資
関
係
の
近
代
化
を
促

進
し
た
先
駆
的
な
事
例
と
し
て
、
我
が

国
の
労
働
運
動
史
に
残
る
大
き
な
成
果

※
近
江
絹
糸
争
議
…
昭
和
29
年
に
起
き
た
労
働
争
議
。
劣
悪
な
環
境
の
寄
宿
舎
生
活
、

不
法
残
業
、
信
仰
の
強
制
、
信
書
の
侵
犯
な
ど
、
常
軌
を
逸
し
た
不
当
労
働
行
為
を
是

正
す
る
た
め
、
全
国
の
労
働
組
合
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
支
援
。 

経
営
者
の
退
陣
、
新
組
合

結
成
の
承
認
な
ど
、
22
項
目
の
要
求
貫
徹
に
努
め
た
結
果
、
9
月
16
日
、
会
社
側
が
全

要
求
を
受
け
入
れ
、
１
０
６
日
ぶ
り
に
争
議
は
終
わ
っ
た
。

射
水
市
名
誉
市
民

新湊南部中学校

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
際
関
係
に
お
い
て
は
、
ア
ジ
ア
諸

国
の
労
働
運
動
発
展
に
尽
力
、
国
際
自

由
労
連
ア
ジ
ア
地
域
組
織
会
長
と
し
て

組
織
の
育
成
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

国
際
自
由
労
連
の
副
会
長
と
し
て
、
世

界
中
の
労
働
者
の
連
帯
協
調
を
進
め
、

世
界
の
平
和
と
経
済
の
発
展
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
政
府
関
係
で
は
、
内
閣
の
経

済
審
議
会
、
大
蔵
省
の
金
融
制
度
調
査

会
を
は
じ
め
、
労
働
省
の
中
央
労
働
委

員
会
、
文
部
省
の
中
央
教
育
審
議
会
の

委
員
な
ど
20
以
上
に
わ
た
る
公
職
を
務

め
、
政
策
の
立
案
に
寄
与
す
る
だ
け
で

な
く
、
石
炭
・
電
力
・
私
鉄
な
ど
各
業

種
に
お
け
る
大
争
議
の
調
停
、
斡
旋
に

当
た
り
ま
し
た
。

　

昭
和
58
年
11
月
、
こ
れ
ら
の
各
分

野
で
の
多
岐
に
わ
た
る
活
躍
、
功
績
に

よ
り
勲
一
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
努
力
は
道
を
拓
く
」 

常
に
労
働
者

の
立
場
に
立
ち
な
が
ら
様
々
な
困
難
に

立
ち
向
か
い
、
我
が
国
の
繁
栄
を
願
い

続
け
た
滝
田
の
座
右
の
銘
で
す
。

※
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
こ
の　

　

コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　

市
民
協
働
課　

☎
57―

１
６
２
２

　

今
月
の
ひ
と
な
か
ま
は　

富
山
県

花
の
ま
ち
づ
く
り
推
奨
花
壇
に
５
つ

星
花
壇
と
し
て
３
年
連
続
認
定
さ

れ
、
過
日
全
国
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ

ン
ク
ー
ル
で
全
国
ト
ッ
プ
と
な
る
農

林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た 

浅
井
ひ
と
み
さ
ん
（
下
条
）
を
紹
介

し
ま
す
。

　

周
囲
の
緑
と
の
調
和
と
自
然
に
や

さ
し
い
花
壇
づ
く
り
を
心
が
け
て
い

る
浅
井
さ
ん
の
花
壇
は
、１
、０
０
０

㎡
あ
る
家
の
敷
地
を
５
つ
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
を
持

た
せ
た
花
を
植
え
て
い
ま
す
。

　

浅
井
さ
ん
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
花

が
好
き
で
、
浅
井
家
に
嫁
い
で
か
ら

も
玄
関
先
や
木
戸
道
に
プ
ラ
ン
タ
ー

な
ど
を
並
べ
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

９
年
前
に
地
域
の
グ
リ
ー
ン
キ
ー

パ
ー
に
勧
め
ら
れ
花
と
緑
の
銀
行
主

催
の
「
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
応
募
し
た
の
が
花
壇
づ
く
り

の
き
っ
か
け
で
、
5
年
前
に
自
宅
を

改
装
し
た
際
に
プ
ラ
ン
タ
ー
中
心
の

花
づ
く
り
か
ら
花
壇
中
心
の
花
づ
く

り
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
か
ら
花
の
ま
ち
づ
く
り

推
奨
花
壇
認
定
審
査
会
に
推
奨
花
壇

と
し
て
3
年
連
続
最
高
位
と
な
る
５

つ
星
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

認
定
に
は
全
国
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入

賞
す
る
こ
と
や
、
富
山
県
花
の
ま
ち

づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
で
過
去
５
年
間

に
最
優
秀
を
３
回
以
上
受
賞
す
る
な

ど
厳
し
い
基
準
が
あ
り
、
こ
れ
を
継

続
し
て
い
く
た
め
、
日
々
励
ん
で
い

ま
す
。

　
「
子
育
て
の
終
え
た
夫
婦
に
共
通

の
話
題
と
生
き
が
い
が
で
き
ま
し

た
。」
と
浅
井
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

夫
婦
で
管
理
す
る
花
壇
で
す
が
、

１
、０
０
０
㎡
も
あ
る
花
壇
管
理
で

大
変
な
の
は
雑
草
対
策
だ
そ
う
で

す
。

　
「
豊
富
で
美
味
し
い
自
噴
井
戸
水

が
あ
る
の
で
、
除
草
剤
な
ど
は
一
切

使
わ
ず
に
手
作
業
で
行
っ
て
い
ま

す
。
炎
天
下
の
作
業
は
さ
す
が
に
応

え
ま
す
。」

　

最
近
は
自
宅
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
花
壇
の
管
理
も
手
伝
わ
れ
る
な
ど

活
動
が
広
が
り
ま
す
。「
花
の
世
話

を
す
る
こ
と
で
多
く
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
花
を
作
る
の
で
は
な
く
、

花
の
生
育
に
手
を
貸
し
て
や
る
だ
け

で
そ
の
生
命
力
が
感
じ
ら
れ
、
セ
ラ

ピ
ー
効
果
と
と
も
に
自
然
の
力
の
偉

大
さ
を
感
じ
ま
す
。」

　
「
地
球
温
暖
化
が
叫
ば
れ
て
い
る

な
か
、
私
た
ち
の
共
有
し
て
い
る
自

然
環
境
を
子
や
孫
の
世
代
ま
で
残
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。」
と
優
し
く

語
ら
れ
ま
し
た
。

美
し
い
自
然
環
境
を
子
や
孫
へ

浅
井　

ひ
と
み 

さ
ん
（
下
条
）

玄関へと続く道

ありがとう
～ 伝えよう 感謝の言葉 届けよう 言葉と行動で ～ 季節の花が彩ります



子
ど
も

環
　

境

国
際
交
流
員

相
　

談

消
費
生
活

募
　

集

イ
ベ
ン
ト

案
　

内

子
ど
も

環
　

境

国
際
交
流
員

相
　

談

消
費
生
活

募
　

集

イ
ベ
ン
ト

案
　

内

特
　

集

ま
ち
の
わ
だ
い

特
　

集

ま
ち
の
わ
だ
い

保
健
だ
よ
り

市
民
病
院

図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
病
院

図
書
館

23 2008.12 222008.12

詳細な情報については
問合せ先で

確認してください

情 報
ひろば
情 報
ひろば
情 報
ひろば

消防本部からのお知らせ消防本部からのお知らせ

・・・・Ｒ４１５・・・・

乕
射
水
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

考
え
よ
う
！

「
富
山
県
デ
ザ
イ
ン
経
営
塾
」

　

市
で
は
、
射
水
ブ
ラ
ン
ド
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
今
後
の
方
策

を
検
討
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

ま
た
、
市
内
事
業
者
等
が
参
画

し
検
討
し
て
き
た
、
射
水
ブ
ラ
ン

ド
構
想
の
発
表
会
を
同
時
に
行
い

ま
す
。

講
演
会
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
求
め

ら
れ
る
も
の
」

日
時　

12
月
19
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時

会
場　

大
門
総
合
会
館　

こ
ぶ
し

ホ
ー
ル

講
師　

左
合
ひ
と
み
氏
（
左
合
ひ

と
み
デ
ザ
イ
ン
室
代
表
）

受
講
料　

無
料　

当
日
受
付
あ
り

申
込
・
問
合
せ
先　

観
光
・
ブ
ラ

ン
ド
課
（
新
湊
庁
舎
）
☎
82―

１
９
６
６

乕
受
講
生
募
集

講
座
名
「
五
感
を
み
が
こ
う
」

日
時　

平
成
21
年
１
月
19
日
㈪
・

26
日
㈪　

全
２
回　

午
前
10
時

～
正
午

内
容　

食
品
の
安
全
と
食
品
表
示

を
考
え
る

対
象
者　

市
在
住
若
し
く
は
市
内

に
勤
務
さ
れ
る
男
女

講
師　

長
徳　

一
氏
（
射
水
市
港

町
在
住
）

受
講
料　

無
料　

※
筆
記
用
具
持
参

募
集
人
数　

20
人
（
先
着
順
）

応
募
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
に　

郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）・
連
絡
先
電
話
番
号
を
記

入
の
上
送
付　

申
込
締
切　

12
月
26
日
消
印
有
効

送
付
・
問
合
せ
先

　

〒
９
３
９―

０
３
４
１

　

射
水
市
三
ケ
１
７
６
９―

10

　

射
水
市
働
く
婦
人
の
家

　

☎
55―

２
２
３
８

乕
Ｕ
タ
ー
ン
フ
�
ア
イ
ン

　

と
や
ま

　

県
内
企
業
や
産
業
の
魅
力
を
伝

え
る
セ
ミ
ナ
ー
（
知
事
講
演
予
定
）

と
合
同
企
業
説
明
会
（
参
加
企
業

約
２
０
０
社
）
を
開
催
。

日
時　

12
月
28
日
㈰　

午
後
０
時

30
分
～
午
後
4
時
30
分

場
所　

と
や
ま
自
遊
館
お
よ
び
富

山
市
総
合
体
育
館

対
象
者　

学
生
、
在
職
者
な
ど
を

問
わ
ず
、
県
内
で
の
就
職
や
転

職
に
関
心
が
あ
る
方
（
事
前
の

参
加
申
し
込
み
は
不
要
）

参
加
費　

無
料

問
合
せ
先　

富
山
県
商
工
労
働

部
労
働
雇
用
課　

☎
０
７
６―

４
４
４―

８
８
９
７

乕
市
民
病
院
職
員

蘢
職
員

　

看
護
師　

15
人

募
集
期
限　

12
月
15
日
㈪

試
験
日　

12
月
22
日
㈪

採
用
時
期　

平
成
20
年
度
中
の
指

定
す
る
日
ま
た
は
平
成
21
年
４

月
１
日

蘢
臨
時
職
員

　

看
護
師　

若
干
名

問
合
せ
先　

市
民
病
院
総
務
課

　

☎
82―

８
１
０
０

乕
臨
時
・
パ
ー
ト
保
育
士

蘢
臨
時
保
育
士

資
格　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
者

募
集
人
数　

若
干
名

勤
務
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
７

時
（
早
朝
延
長
勤
務
含
む
８
時

間
交
替
勤
務
）

給
料　

月
給
１
４
９
、８
０
０
円
・

　
　
　
　
　

１
５
５
、７
０
０
円

蘢
パ
ー
ト
保
育
士

資
格　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
者

募
集
人
数　

1
人

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
の
間
の
６
時
間
以

上　
給
料　

時
給
８
０
０
円

雇
用
時
期　

随
時

問
合
せ
先　

子
ど
も
課
（
新
湊
庁

舎
）
☎
82―

１
９
５
３

乕
自
衛
官
募
集

申
込
・
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
高
岡
地
域
事
務
所

　

☎
21―

２
４
１
１

新
湊
消
防
署　

新
庁
舎
完
成
！

　

射
水
市
役
所
新
湊
庁
舎
向
か
い
側
で
建
設
さ
れ
て

い
た
新
湊
消
防
署
新
庁
舎
が
完
成
し
、
12
月
５
日
竣

工
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

新
庁
舎
は
、
１
階
南
側
に
消
防
車
両
11
台
の
車
庫

と
、
救
助
救
出
活
動
に
対
応
す
る
訓
練
施
設
、
国
道

に
面
し
た
北
側
に
は
防
災
に
関
す
る
学
習
・
体
験
の

で
き
る
防
災
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
階
に
は
消
防
署
事
務
室
と
会
議
室
等
、

３
階
に
は
災
害
時
の
避
難
場
所
を
兼
ね
た
講
堂
が
設

け
ら
れ
、
射
水
市
北
部
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
運

用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

ウルドゥ語交流支援員がサポートします！！

ウルドゥ語と日本語を話す交流支援員が、
パキスタン人住民の生活相談や、地域住民
とパキスタン人住民との交流を支援します。
12月の相談日は以下のとおりです。
ぜひご利用ください。
日時
　12月12日（金）、26日（金）
時間
　14：00～17：00
場所　射水市役所小杉庁舎2階201会議室
問合せ　財団法人とやま国際センター
　　　　☎076－444－2500

●小杉ふれあいセンター　☎56－4080
今月の催事
　○12月３日（水）藤山一座
　○12月15日（月）華の会
　○12月19日（金）ひまわり一座
　○12月21日（日）松前一座

●大門コミュニティセントー　☎53－1844
今月のギャラリー
　○写真展　ジャワ島の仏跡を行く　西田栄一（緑ヶ丘）

浴室の男女交互利用に伴う男女別月間カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31
× 休館日　■ 女性が入浴できる日　■ 男性が入浴できる日

12月

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
10
月
12
日
～
11
月
10
日
受
付
分
）

本
保
孝
之 

様
（
三
ケ
）

１
０
０
、０
０
０
円

募集種目 資 格 受 付 期 間 試 験 期 日

２ 等 陸 ・
海 ・ 空 士

（男子）

18歳以上
27歳未満

平成20年
12月13日（土）

まで

平成20年
12月14日（日）

自衛隊生徒
中卒（見込含）
17歳未満の男子

平成21年
１月６日（火）

まで

１次　平成21年
１月10日（土）

２次　平成21年
１月24日（土）

ポルトガル語
困りごと・生活相談

日時　12月15日㈪　午後２時～午後５時　場所　射水市役所小杉庁舎2階201会議室
※平成20年度は、偶数月第３月曜日のみ開催しています。次回は２月になりますので、ご注意ください。

CONSULTA SOBRE PROBLEMAS DA VIDA DIÁRIA
 (em portugues)

Data e tempo: 15 de Dezembro (Segunda-feira)  de 14:00 para 17:00
Local: prefeitura de Imizu Kosugi Chosha Sala de reuniao 201.

Em 2008, o atendimento em português será somente a cada 2 meses (nos 
meses de números pares) na segunda-feira da terceira semana do mês) 

Atenção:  O próximo atendimento será no mês de fevereiro

―
 

防
災
セ
ン
タ
ー
併
設 ―

新湊消防署 新庁舎 場所：射水市本町二丁目13番1号
構造：鉄骨3階建
消防職員：37名
敷地面積：4,133㎡
建物面積：1,136㎡
延床面積：2,396㎡

︿
防
災
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
﹀

　

も
し
も
の
と
き
に
備
え
、
楽
し
み
な
が
ら
緊
急
時

の
行
動
を
体
験
、
学
習
で
き
る
施
設
で
、
次
の
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

①
防
災
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
火
災
、
地
震
時
の
対
応
を
学
習
）

②
煙
避
難
コ
ー
ナ
ー　
（
火
災
時
の
煙
避
難
を
体
験
）

③
応
急
救
護
コ
ー
ナ
ー

（
応
急
手
当
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
取
扱
体
験
）

④
流
水
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
流
水
路
を
歩
き
、
水
圧
を
体
験
）

⑤
消
火
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
消
火
器
の
使
い
方
と
放
水
体
験
）

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
や
、
３
Ｄ

映
像
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

︿
来
館
の
ご
案
内
﹀

　

入
場
は
無
料
で
す
。

　

た
だ
し
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
お
よ
び
、
団
体
で
の
来

館
は
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
新
湊
消
防
署
（
☎
82―

８
３
３
３
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

射水市役所 新湊庁舎

④流水体験コーナー　⑤消火体験コーナー
　（屋外施設です。）

新庁舎　1階防災センター

平成21年 射水市消防出初め式
　市内の消防関係者が
一堂に集結し、平成
21年の無火災と消防
活動の安全祈願を目的
とした、消防出初め式
を行います。

日時　平成21年
１月４日（日）

―観閲・分列行進・
　はしご登り・一斉放水―
時間　午前９時～
会場　海王丸パーク

―式典―
時間　午前10時15分～
会場　高周波文化ホール
　　 （新湊中央文化会館）

出初式写真コンクール
　海王丸パーク周辺で行う出初め式の写真を募集します。
募集内容：子供の部（中学生以下）、大人の部

１人３作品までプリント写真（２Ｌ）により
受付けます。

各　　賞：部門ごとに最優秀１名、優秀３名、佳作若干
名に賞品を贈呈します。

募集期間：１月５日から１月 20 日まで
（入賞者は、広報いみず、ケーブルテレビなどで発表します。）

問合せ先　消防本部　☎56－9483

平成21年１月分のカレンダーは「広報いみず１月号」に掲載します。
問合せ先　大門コミュニティセントー　☎53－1844
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乕
市
有
地
売
り
ま
す

　

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
市
有
地

を
売
却
し
ま
す
。

売
却
物
件
の
概
要

（
地
番
、
地
目
、
面
積
、
最
低
売
却

価
格
）

①
今
井
２
６
３
番
１　

宅
地

　

９
２
５
４
・
３
２
㎡

　

５
２
、１
９
０
、０
０
０
円

※
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
3
条
に

規
定
す
る
免
許
を
有
し
、
宅
地

と
し
て
分
譲
で
き
る
事
業
者
に

限
り
ま
す
。

※
そ
の
他
、
売
却
条
件
有
り
。

②
立
町
１
５
７
９
番
１　

宅
地

　

１
８
７
・
４
０
㎡

　

１
０
、７
１
０
、０
０
０
円

※
支
障
物
件
（
バ
リ
ケ
ー
ド
）
が

あ
り
ま
す
。

控
除
を
受
け
て
い
る
方
で
、
所

得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ

た
額
が
あ
る
方
。

申
告
方
法

年
末
調
整
済
み
で
所
得
税
の
確
定

申
告
を
さ
れ
な
い
方

　
「
市
町
村
民
税
・
道
府
県
民
税
住

宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告

書
」
の
裏
面
に
源
泉
徴
収
票
を
添

付
し
、
市
役
所
各
地
区
行
政
セ
ン

タ
ー
（
各
庁
舎
1
階
）
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
」
の

摘
要
欄
に
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
可
能
額
が
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方

　
「
市
町
村
民
税
・
道
府
県
民
税
住

宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告

書
」
を
所
得
税
の
確
定
申
告
書
と

と
も
に
高
岡
税
務
署
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
設
置
場
所　

平
成
21
年

1
月
か
ら
市
役
所
各
地
区
行
政

乕
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
書
の
提
出

を
お
忘
れ
な
く

　

農
家
世
帯
の
方
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
の
状
況
に
よ
る
「
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申

請
書
」
を
農
業
委
員
会
を
経
由
し

て
選
挙
管
理
委
員
会
へ
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
書
用
紙
を
、
12
月
中
に
地

元
の
自
治
会
ま
た
は
生
産
組
合
を

通
じ
て
配
布
し
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
載
・
押
印
の
う
え
、
地

元
の
自
治
会
ま
た
は
生
産
組
合
を

通
じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
世
帯　

10
ア
ー
ル
以
上
の
農

地
を
耕
作
し
て
い
る
農
家
ま
た

は
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
等

取
り
ま
と
め　

自
治
会
ま
た
は
生

産
組
合
（
基
本
的
に
こ
れ
ま
で

と
同
じ
で
す
。）

提
出
期
限　

平
成
21
年
1
月
13
日
㈫

提
出
先　

農
業
委
員
会
事
務
局

ま
た
は
各
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民

サ
ー
ビ
ス
課

問
合
せ
先　

農
業
委
員
会
事
務
局

（
新
湊
庁
舎
）
☎
82―

１
９
６
１

乕
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎
年

申
告
が
必
要
で
す
。
対
象
の
方
は
、

忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

平
成
18
年
末
ま
で
に
入

居
し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

③
黒
河
字
尺
目
２
９
９
６
番
５
、

　

３
０
０
４
番
４　

雑
種
地

　

３
８
３
・
１
７
㎡

　

１
、０
８
０
、０
０
０
円

※
敷
地
内
に
北
陸
電
力
㈱
の
電
柱

が
2
本
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

平
成
20
年
12
月
１
日
㈪

か
ら
平
成
21
年
１
月
15
日
㈭
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先

　

管
財
課
（
小
杉
庁
舎
）

　

☎
57―

１
６
３
１

※
詳
し
く
は
、
射
水
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

乕
平
成
20
年
度
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
で
整
備

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
助
成
（
宝
く
じ
助
成
）
を
受
け

整
備
し
ま
し
た
。

◇
黒
河
自
治
会　

獅
子
舞
用
具

　
（
獅
子
頭
・
衣
装
等
）

◇
赤
井
自
治
会　

獅
子
舞
用
具

　
（
胴
幕
・
衣
装
等
）

障害者控除対象者認定書の交付
　精神および身体に障害のある65歳以上の高齢者で、
障害者手帳などをお持ちでない方に、その障害の程度
が身体障害者等に準ずるとして市長が認定した方は、
所得税および市県民税の障害者控除（および特別障害
者控除）の対象となります。

年末年始の執務および公共機関の日程
　市の関係機関は、12月27日から１月４日まで休みとなりますが、
次の施設・業務については、異なります。ご注意ください。

コミュニティバス 12月27日～１月４日 土日祝日ダイヤで運行
大門農村環境改善センター 12月30日 開館
大門コミュニティセントー 12月30日 開館

新湊福祉会館 12月29日～１月３日 休館
小杉社会福祉会館 12月29日～１月３日 休館
小杉ふれあいセンター 12月29日～１月３日 休館
足洗老人福祉センター 12月29日～１月３日 休館
新湊中央ふれあいサロン 12月29日～１月３日 休館
新湊南部ふれあいサロン 12月29日～１月３日 休館
小杉中央ふれあいサロン 12月29日～１月３日 休館
大門いきいきサロン 12月28日～１月３日 休館
大島憩いのサロン 12月23日～１月８日 休館
新湊農村環境改善センター 12月28日～１月３日 休館
日本海交流センター 12月29日～１月３日 休館
あゆの風センター 12月29日～１月３日 休館
各図書館 12月28日～１月５日 休館
陶房「匠の里」 12月28日～１月４日 休館
新湊博物館 12月29日～１月３日 休館
高周波文化ホール

（新湊中央文化会館） 12月29日～１月３日 休館

アイザック小杉文化ホール
（小杉文化ホール） 12月29日～１月３日 休館

大門総合会館 12月28日～１月４日 休館
大島絵本館 12月28日～１月５日 休館
小杉展示館 12月29日～１月３日 休館
竹内源造記念館 12月29日～１月３日 休館
新湊アイシン軽金属スポーツ
センター（新湊総合体育館） 12月28日～１月３日 休館

アルビス小杉総合体育センター
（小杉総合体育センター） 12月28日～１月３日 休館

小杉体育館 12月28日～１月３日 休館
大門総合体育館 12月28日～１月３日 休館
ヨシダ大島体育館

（大島体育館）
12月27日午後～

１月３日 休館

下村体育館 12月28日～１月３日 休館
市内各グラウンド･テニスコート 12月28日～１月３日 使用できません。

≪認定の基準≫
（１）障害者控除対象者

（２）特別障害者控除対象者

●市では、一定の基準に該当する方に対し、申請によ
り「障害者控除対象者認定書」を交付します。

●所得税、市県民税の申告をする際に、この「障害者
控除対象者認定書」を添付することで、本人や扶養
義務者などが障害者控除または特別障害者控除の適
用を受けることができます。

≪申請方法など≫
（申請書は、各地区行政センターに備えてあります。）
　・申請できる方　　　本人または親族
　・申請書の提出先　　長寿介護課（新湊庁舎）また
　　　　　　　　　　　各地区行政センター
≪申請に必要なもの≫
　・申請書の所定の欄に申請者または対象者の印が必
　　要です。
≪交付方法≫

　申請受理後、障害状況等を確認のうえ後日、認定
書を申請者に郵送いたします。

≪手数料≫　　　　　　　無
≪郵便による申請≫　　　可
≪ＦＡＸによる申請≫　　不可
■問合せ先　長寿介護課（新湊庁舎）☎82－1952

身体障害者に準ずる者 知的障害者に準ずる者
要介護１以上かつ障害高齢
者日常生活自立度（寝たき
り度）がＡ２以上（６か月
以上）の者

要介護１以上かつ認知症高
齢者日常生活自立度がⅡ a
以上の者

身体障害者に準ずる者 知的障害者に準ずる者 ねたきり老人
要介護３以上か
つ障害高齢者日
常生活自立度（寝
たきり度）がＢ
２以上（６か月
以上）の者

要介護３以上か
つ認知症高齢者
日常生活自立度
がⅢ a 以上の者

要介護４以上か
つ障害高齢者日
常生活自立度（寝
たきり度）がＢ
２以上（６か月
以上）の者

セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
ま
す
。

申
告
期
限　

平
成
21
年
3
月
16
日

㈪
ま
で

問
合
せ
先　

課
税
課
（
大
島
庁
舎
）

　

☎
52―

７
９
６
０

乕
平
成
21
年
3
月
31
日
で

「
特
別
慰
労
品
」
贈
呈
の

受
付
が
終
了
し
ま
す
。

　

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留

者
、引
揚
者
の
「
ご
本
人
」
に
、『
特

別
慰
労
品
』
を
贈
呈
し
て
い
ま
す

（
ご
遺
族
の
方
は
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
。）。

　

未
請
求
の
方
は
、
早
急
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
用
紙　

各
地
区
行
政
セ
ン

タ
ー
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
の
窓
口

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

申
請
お
よ
び
問
合
せ
先　

独
立
行

政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金　

☎
０
１
２
０―

２
３
４―

９
３
３
（
月
～
金
、
９
時
15
分

～
17
時
15
分
、
土
日
祝
日
休
）

今月の納税
固 定 資 産 税　第３期
国民健康保険　第６期

12月25日（木）
納税は口座振替が便利です！

納税課（☎52−7962）または
最寄の金融機関にお問合せください。

告　示　日　12月７日（日）　投　票　日　12月14日（日）
投票時間　午前７時～午後８時
投票場所　第１選挙区（新湊地区）　　　射水市役所新湊庁舎
　　　　　第２選挙区（小杉・下地区）　射水市役所小杉庁舎
　　　　　第３選挙区（大門・大島地区）射水市役所大門庁舎
　なお、投票日に投票できない人は、期日前投票ができます。
期間　12月８日（月）～13日（土）時間　午前８時30分～午後８時
投票場所　上記選挙区と同じ

（選挙区が違う場所での投票はできません。）
問合せ先　行政管理課（小杉庁舎）☎57−1627

12月14日（日）は、射水市農業委員会委員選挙の投票日です。
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ベ
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ま
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保
健
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よ
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市
民
病
院

図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
病
院

図
書
館

27 262008.12 2008.12

小杉展示館からのお知らせ
第3回小杉展示館「児童絵画展」

　小杉地区小学校児童の絵画作品から
134点を展示します。
　会　　期　～12月25日（木）

時　　間　午前10時～午後６時
　　　　　（入館は午後５時30分まで）
場　　所　小杉展示館　戸破4286－１
休　館　日　月曜日（祝日のときは翌日）
入　館　料　無料
問合せ先　射水市小杉展示館　☎55－3338

射水市の工事等発注状況
（請負金額が1千万円以上のもの）

  入札による契約（平成20年10月契約分）
工事（委託）名 施工場所等 請負金額 請負業者

工事

市道黒河５４２号線外改良工事 黒河五区 20,727,000 円 ㈲肥田建設
市道黒河５４８号線改良工事 上野 25,704,000 円 伸栄工業㈱
市道戸破１９１号線改良工事 大江 10,500,000 円 ㈲相和興業
棚田地内西部幹線配水管布設（その３）工事 棚田 40,005,000 円 丸芳工業㈱
棚田地内西部幹線配水管布設（その４）工事 棚田 39,795,000 円 ㈲野手配管
射水市浅井グラウンド改修工事 島 17,430,000 円 射水建設興業㈱
新湊公共下水道事業汚水管改築（第２工区）工事 本町二丁目 17,430,000 円 ㈱牧田組
新湊公共下水道事業汚水管改築(第４工区）工事 中央町 14,070,000 円 ㈱中野土建
新堀地内配水管布設替（その１）工事 新堀 18,648,000 円 ㈱伸和設備工業
新堀地内配水管布設替（その２）工事 新堀 16,957,500 円 ㈱赤井管機
新堀地内配水管布設替（その３）工事 新堀 14,437,500 円 ㈲釣住設
大島公共下水道事業汚水管布設（第９工区）工事 赤井 23,089,500 円 射水建設興業㈱
大島公共下水道事業汚水管布設（第10工区）工事 本開発 13,072,500 円 山田建設工業㈱
新湊特定環境保全公共下水道事業汚水管布設（第７工区）工事 海竜町外 26,911,500 円 ㈱四方組
新湊特定環境保全公共下水道事業汚水管布設（第９工区）工事 川口 19,950,000 円 ㈱新港土木
庄川水辺の交流館周辺施設整備工事 大門新 24,570,000 円 射水工業㈱
八幡市営住宅４号棟外壁屋上断熱等改善工事 八幡町二丁目 45,465,000 円 ㈱四方組
大門コミュニティセントー改修工事 牧田 22,050,000 円 ㈱三浦工業
水上谷ポンプ場水質監視装置更新工事 野手 16,779,000 円 横河電陽㈱
小島地内さく井築造工事 小島 11,760,000 円 ㈱日東
下村三箇地内さく井築造工事 下村三箇 10,710,000 円 内山鑿泉工業㈱
大島北野地内県道新湊庄川線道路改良に伴う給水管移設工事 大島北野 10,531,500 円 ㈲小杉設備工業
海竜町地内臨港道路堀岡線配水管布設（その１）工事 海竜町 15,382,500 円 ㈱関原配管
海竜町地内臨港道路堀岡線配水管布設（その２）工事 海竜町 10,920,000 円 ㈱織田

問合せ先　管財課（小杉庁舎）☎57－1631

乕
1
月
1
日
、
2
日
は
、
万

葉
線
運
賃
が
100
円
で
す
！

　

１
月
１
日
、
２
日
は
、
万
葉
線

電
車
の
全
区
間
が
終
日
１
０
０
円

（
大
人
、
子
ど
も
同
額
）
で
乗
車
で

き
ま
す
。

　

初
詣
や
新
年
の
お
出
か
け
に
、

ど
う
ぞ
万
葉
線
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先　

万
葉
線
株
式
会
社　

☎
25―

４
１
３
９

乕
第
60
回
人
権
週
間

　
（
12
月
4
日
～
12
月
10
日
）

《
世
界
人
権
宣
言
60
周
年
》

　

育
て
よ
う

　　

1
人
1
人
の　
人
権
意
識

　

―

思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え

の
な
い
命
を
大
切
に―

　

人
権
と
は
、
私
た
ち
が
社
会
生

活
に
お
い
て
幸
福
な
生
活
を
営
む

た
め
に
必
要
な
固
有
の
権
利
で
あ

り
、
日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
、
す

べ
て
の
国
民
に
保
障
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
は
、
様
々
な
人

権
侵
害
が
多
く
発
生
し
、
人
権
問

題
は
な
お
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で

は
、
１
人
１
人
が
「
人
権
と
は
何

か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
豊
な

人
権
意
識
を
育
て
て
、
周
囲
へ
の

思
い
や
り
や
行
動
が
で
き
る
よ

う
、
こ
の
人
権
週
間
に
あ
わ
せ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
人
権
尊
重
の
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
。

蘢
女
性
の
人
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　経済産業省では、我が国の製造業
の実態を明らかにするために、全国
の製造事業所を対象に工業統計調査
を毎年12月31日現在で実施してい
ます。
　調査の実施に当たっては、本年
12月から来年１月にかけて富山県
知事に任命された調査員が調査票を
持ってお伺いします。
　皆様からご提出していただく調査
票については、統計法に基づき調査
内容の秘密は厳守されますので、正
確なご記入をお願いします。

問合せ先
　企画政策課（小杉庁舎）
　☎57－1623

工業統計調査にご協力ください

コウちゃん

　2008年秋の叙勲・褒章が発表され、長年にわたり国家
または公共に対し功労のある方に送られる旭日双光章な
ど、市内在住の７名の方が受賞されました。
※氏名（年齢・住居地（旧市町村名））順不同

旭日双光章
小竹　保氏

（70歳・布目沢（大門））

　昭和54年に大門町議に初
当選後、平成11年までに通
算４年間議長として務められ、
企業団地誘致など自治振興に
尽力されました。

元大門町議会議長

叙勲秋の

旭日双光章
菓子井　幸則氏
（79歳・本町（新湊））

　平成2年から4年間にわた
り、旧新湊市医師会長を務
められ、県医師会理事を歴任。
地域の医療に貢献されていま
す。

元新湊市医師会長

瑞宝単光章
高田　久子氏
（78歳・今井（新湊））

　昭和45年から国勢調査員
をはじめ各種統計調査に従事
し、円滑な統計の実施と統計
の発展に貢献されました。

各種統計調査員

瑞宝単光章
本間　重雄氏

（65歳・南太閤山（小杉））

　昭和40年に東京・荒川郵便局
で採用され、氷見、越中八尾、小
矢部の県内各郵便局に従事。新
湊郵便局を最後に退職されるま
で、集配業務に尽力されました。

元総務事務官

瑞宝双光章
村田　郁雄氏
（71歳・草岡町（新湊））

　公立小学校長、青年の家所
長などを歴任され、地域の教
育の向上と学校と地域の連携
に尽力されました。

元公立小学校長

瑞宝単光章
南　芳弘氏

（71歳・寺塚原（新湊））

　昭和33年に入団後、約50
年にわたり消防団活動に従事。
旧新湊市を含め14年間射水
市消防団副団長を務められ、
地域の安全に尽力されました。

前射水市消防団副団長

旭日双光章
大角　省三氏
（76歳・新開発（大島））

　昭和35年に高岡市弓道連
盟に所属後、平成10年から
県弓道連盟の会長を務められ、
地域の弓道の普及と県弓道界
をけん引されています。

県弓道連盟会長

　タイで 10 月に行われた世界
ジュニア選手権大会で女子 70
キロ級で小杉高校３年の田知本 
遥選手と、同じく78 キロ超級で
姉の東海大学２年田知本愛選手
がそろって優勝しました。決勝
までの３試合をすべて１本勝ちで
勝ち上がった田知本遥さん。「気
持ちで負けていなかった。」と笑
顔で語っていました。

　富山県庁前から高岡までを往復し
42.5㎞で競う富山県駅伝競走大会が
11月９日に行われ、射水市チーム
が３年ぶりに３位に入賞しました。
　沿道には、肌寒い曇り空にもかか
わらず多くの駅伝ファンや市民が射
水市チームの力走に熱い声援を送っ
ていました。
　中学生から成人で結成されたチー
ムは、昨年の４位から一つ順位を上
げ、来年に期待が膨らみます。

柔道世界ジュニア選手権大会で姉妹そろって優勝！
おめでとう！！田知本姉妹 ３位に入賞！ 富山県駅伝競走大会



特
　

集

ま
ち
の
わ
だ
い

特
　

集

ま
ち
の
わ
だ
い

子
ど
も

環
　

境

国
際
交
流
員

相
　

談

保
健
だ
よ
り

市
民
病
院

消
費
生
活

図
書
館

募
　

集

イ
ベ
ン
ト

案
　

内

子
ど
も

環
　

境

国
際
交
流
員

相
　

談

保
健
だ
よ
り

市
民
病
院

消
費
生
活

図
書
館

募
　

集

イ
ベ
ン
ト

案
　

内

29 2008.12 282008.12

新湊博物館 TEL 83-0800

大島絵本館 http://www.ehonkan.or.jp/　※ホームページアドレスが変更になりました TEL 52-6780

太閤山ランド TEL 56-6116射水市黒河4774－６　http://www.toyamap.or.jp/taikou-land

海王丸パーク TEL 82-5181

アイザック小杉文化ホール　ラポール http://www.hitwave.or.jp/rapport/ TEL 56-1515

陶房「匠の里」 TEL 54-1201

高周波文化ホール（新湊中央文化会館） TEL 82-8400http://www5.ocn.ne.jp/~chubun/

http://www.kaiwomaru.jp/　　　　　　　　（財）伏木富山港・海王丸財団
もうすぐお正月、皆さんに幸が訪れますように願いを込めて
“干支の絵馬”をつくります。

12月の休館日＝２、９、15～18、24日、28日～１月４日

12月の休館日＝１日、８日、15日、22日、28日～１月５日

12月の休園日＝２日、９日、16日、24日、29日、30日、31日（毎週火曜日、祝日の翌日）

12月の休館日＝２日、９日、16日、24日、29日～１月３日

12月の休館日＝２日、９日、16日、23日、24日、28日、29日、30日、31日

～12月の主なイベント情報～

※その他不明な点がございましたら、上記までお気軽にお電話ください。

ニューイヤーコンサート2009
平成21年1月8日（木）午後6時30分開場午後7時開演
入場料：全席自由　一般　　　3,500円　
　　　　　　　　　高校生以下2,000円（当日各500円高）

新年恒例となりましたニューイヤーコンサート。オーケストラ・アン
サンブル金沢の音楽監督に就任した井上道義の指揮に加え、今回は今
最も注目を浴びるピアニスト、ドイツ・ミュンヘン出身のアリス＝紗
良・オットを迎え、皆さんをベートーヴェンの世界へ誘います。ご期
待ください。

12月7日（日）

12月14日（日）
自然観察会「森の恵みを楽しもう」

第12回富山県
ジュニアドッジボール太閤山ランド大会

12月の休館日＝15日、29日～１月３日

ラポールクリスマスコンサート
午後1時30分開場　午後2時開演
入場料：無料

ラポールで集う仲間でお送りするクリスマスコンサート。アンサンブ
ル・合唱・パーカッション・ミュージカルと盛りだくさんのコンサート
をお楽しみください。

※メンバー会員及び選択されたクラブ会員は口数招待します。

リニューアル工事のお知らせ

●平成20年６月～平成21年１月まで
　大・小ホールの平日（日中）
　※土・日・祝日は使用できます
●平成20年９月～平成21年１月まで
　１階　展示室・練習室、
　２階　図書館（２月まで）、３階　公民館

リニューアル工事のため、下記期間の使用を休止
いたします。ご迷惑をおかけいたしますが、ご理
解とご協力をお願いいたします。

■実　施　日：12月12日（金）と13日（土）。どちらかを選択
■時　　間：午前９時30分～12時まで
■定　　員：各10人
■受　講　料：1,000円（材料代、焼成費含む）
■申込方法：電話で前日までに申し込んでください。
　　　　　　申し込み多数の場合は先着順となります。

ジャンボかるた大会

おおしま手づくり絵本コンクール2008
入賞入選作品展

絵本館オリジナルの射水を詠った
ジャンボかるたに挑戦！

応募総数909点の中から選ばれた作品77点を一堂に展示します。

「射水のまつり」
12月14日（日）まで
　祭りは、神・仏・祖霊の力で災いを追い払い、幸いを招く願
いが込められています。加茂神社（加茂中部）の稚児舞・やんさ
んま、放生津・海老江・大門の曳山、市内およそ160か所で行わ
れる獅子舞など、長く継承されてきた祈りの姿を紹介します。

12・1月の休館日＝12月1日、8日、15日、22日、24日、29～31日、１月1～3日、5日、13日

「森の恵みを楽しもう」

太閤山ランドガイドボランティ
アが主催する、自然観察会「森の
恵みを楽しもう」が開催されま
す。園内を散策し採取した落ち
葉や木の実などを使って、クリス
マスリースやミニ門松を製作し
ます。みなさんも親子等で参加
してみてはいかがですか？

12月14日（日）

出演：ラポール・ヴィヴァーチェ　Gouy－Gi　ラポールコーラス
　　　ラポール・ウィンドアンサンブル　ラ・フォレスタ・デル・カント
内容：○第１ステージ／音楽のステージ　「みんなで歌おう」のコーナーもあります
　　　○第２ステージ／ミュージカルのステージ　『オズの魔法使い』

12月2日（火）～20日（土）

12月19日（金）～
平成21年1月12日（祝）

指　揮：井上道義　　ピアノ独奏：アリス＝紗良・オット
管弦楽：オーケストラ・アンサンブル金沢
曲　目：ベートーヴェン　「エグモント」序曲
　　　　　　　　　　　　ピアノ協奏曲　第5番　変ホ長調「皇帝」
　　　　　　　　　　　　交響曲　第7番　イ長調

和田朝子舞踊研究所40周年記念
第4回バレエスタジオDUO＋
和田朝子舞踊研究所ジョイント公演

射水市で活動を続ける和田朝子舞踊研究所の
40周年を記念し、日本を代表する「バレエス
タジオDUO」とのジョイント公演。バレエ、
コンテンポラリーダンス、モダンダンスな
ど、幅広い舞踊をご披露いたします。

平成21年1月10日（土）

特別展
「よみがえる重要文化
財―石黒信由関係資
料」／石黒宗麿展

12月19日（金）から
平成21年２月22日（日）まで　「ブリ分け神事」

（１月１日・下村加茂神社）

年末年始
イルミネーション

海王丸餅つき大会

海王丸乗船見学者のうち、先着100名（予定）の
皆様に、つきたてのお餅と豚汁を進呈します！！

開館10周年記念展

12月14日（日）午後3時30分開場午後4時開演
入場料：全席指定　S席　4,000円　Ａ席　3,000円

好評発売中

12月21日（日）

“福を呼ぶ　干支の絵馬”陶芸教室のお知らせ

毎日開催します！！（日没～21時まで）

時　間★10時から13時頃まで
　　　　振る舞い開始は、11時頃～

（準備ができ次第）
場　所★海王丸桟橋（海王丸乗船口横）

12月23日（祝）

①11：00～　②13：30～

９：30～

◎駐車場：12月より冬期間中、駐車場無料

◎アクセス：コミュニティバス小杉駅・太閤山線
　　　　　　太閤山ランド　下車（土・日・祝）　
　　　　　　太閤山ランド前下車（平日）

青島広志
とっておきの音楽会

～愛のかたち～

平成21年1月28日（水）
午後6時30分開場　午後7時開演
入場料：全席自由　一般　　　2,500円
　　　　　　　　　高校生以下1,000円
　　　　　　　　　ペア券　　4,000円
　　　　　　　　　　（当日各500円高）

世界一受けたい授業でおなじみの、あの青
島広志がプロデュースする楽しいコンサー
トです。面白トークと演奏で愛を表現？し
ます。「お忙しくて現場に行けないかた、オ
ペラはつまらないから行かないというかた、
うまく歌えるようになりたいかたに、心から
おすすめします
　―青島広志」

出　演：青島広志（ピアノ・お話）
　　　　赤星啓子（ソプラノ）

12月14日（日）
発売開始！

青島広志 赤星啓子

１月５日から開館

「しばわんこの和のこころ」の世界
川浦良枝絵本原画展

平成21年1月25日（日）まで

テレビでおなじみの「しばわんこ」の世界。
和のこころに親しもう。それぞれ幼児の部・小学生の部あり

ギャラリーにて

海王丸鏡開き大会

海王丸乗船見学者のうち、先着100名
（予定）の皆様に、餅つき大会でついた
お餅でぜんざいを作り、進呈します！！

時　間★10時から13時頃まで
場　所★海王丸桟橋（海王丸乗船口横）

平成21年1月11日（日）

【申込締切】12月12日（金）
　場　所 ：太閤山ランド　レストハウス
　持ち物 ：昼食・はさみ
　参加費 ：500円（材料費）

『しばわんこの和のおけいこ』
絵・文　川浦良枝／白泉社
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●平成20年12月号（12月1日発行） 射水市の人口
平成20年10月末現在　※（　）内は前月比

94,821人 （－　30）人　口

45,851人 （－　　9）男　性

48,970人 （－　21）女　性

31,241世帯（＋　17）世帯数

平成21年 射水市成人式
と　き 平成21年1月11日■日

ところ アルビス小杉総合体育センター
（小杉総合体育センター）
戸破3111番地

午前10時～（受付 午前9時～）

年末の交通安全県民運動 重　　点
１ 飲酒運転の根絶
　飲酒運転の悪質性・危険性、交
通事故の悲惨さを訴えて意識向上
を進め、運転者の交通安全意識の
高揚を図り、飲酒運転を根絶する。

２ 夕暮れ時と夜間の
交通事故防止
　見通しが悪くなり重大事
故に繋がるおそれのある夕
暮れ時と、夜間の交通事故
防止意識をより一層高める。

３ 全座席のシートベルトとチャイ
ルドシートの正しい着用の徹底
　全座席でのシートベル
トの着用を徹底し、交通
事故発生時における被害
の防止・軽減を図る。

期　　間
12月11日（木）～12月20日（土）
スローガン
ゆっくり走ろう　雪のふる里　北陸路

内　容 式典・アトラクション
対象者 昭和63年4月2日から平成元年4月1日までの間に生まれた方。

※進学・就職などで市外に住んでいる方も参加できますので、
お問い合せください。

　一般席も用意してありますので、ご家族の方もお気軽にご
参加ください。

★当日は、周辺の交通混雑を避けるため、上記の案内図
に従ってご来場ください。問合せ先　教育委員会教育総務課（下庁舎）☎59－8091

と　き 平成21年1月1日■祝
ところ 下村加茂神社

午前10時～

アクセス 射水市役所下庁舎から徒歩5分
コミュニティバスを利用の場合
⑥新湊・呉羽駅線「JA下村支店前」下車　徒歩5分
⑭小杉駅・白石経由足洗線「JA下村支店前」下車　徒歩5分
⑮小杉駅・大江経由足洗線「下村パークゴルフ場口」下車　徒歩1分問合せ先　観光・ブランド課　☎82－1958

鰤分け神事
　毎年、元旦の朝、加茂神社では、全国で数少ない民俗的
行事「魚の読みあげ」が新年慶賀祭として行われます。
　本殿で祝詞が始まると、読みあげ役が一匹ずつ鰤をささ
げ上げ、各地区の名を読みあげます。村の氏子たちは、「鰤
の読みあげ」と呼び、この行事が終わると氏子の全戸に鰤
の切り身と鏡餅が配られます。それを家族で取り分けて、
一年の無病息災を祈願するのが習わしとなっています。


